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国民健康保険税が変わります

平成20年度の長寿（後期高齢
者）医療保険料の決定

平成20年度の介護保険料の
お知らせ

三好町議会定例会

広報みよしが全国広報コンク
ール4席受賞

心の通う対話の町政進行中

三好路を歩こう、田植え、
水難救助訓練ほか

P18「みんなのひろば」

P20「まちの話題」　

裏表紙
から 「お知らせ」　　

青
あおき

木 領
りょうじろう

二郎君（新屋）

瞳を輝かせて /

刈谷高校から全国高等学校総合
体育大会サッカー競技大会へ出場

人　口　５７，２２７人　 (＋１２６人)
　男　　２９，７４０人　 (＋６４人)
　女　　２７，４８７人 　(＋６２人)
世帯数　２１，３０７世帯 (＋７０世帯)

三好の人口

※（　）は前月比

（平成20年6月1日現在）
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July

another one
表紙の説明もう1枚

 

　まだ肌寒さの残る快
晴に恵まれた6 月10 日、
北部小学校や黒笹小学
校、緑丘小学校でプール
開きが行われました。北
部小学校では、1年生か
ら6年生までの全校児童410人が、待ちに待ったプールを楽しみま
した。準備体操を行い、先生から注意事項の説明を受けた後、児童
たちは待ちきれない様子で次々とプールへ入水。水しぶきを上げ、
元気いっぱいにはしゃぎまわる声が、1日中プールに響いていま

※各種相談については終了時間が異なり
ますので、広報毎月15日号の「お知らせ」
のコーナーで確認してください。

７月カレンダー
16 水 年金相談

(10:00～ 役場西館1階相談室）
17 木 こどもの相談

(10:00～ 役場西館1階相談室）
NPO・協働の相談
（13:30～役場町民活動支援課）

18 金
19 土
20 日 家庭の日
21 月 海の日
22 火 消費生活相談

（9:00～ 役場西館1階相談室)
心配ごと相談
　　　   (9:00～ 福祉センター)
障害者福祉相談
(10:00～ 役場西館1階相談室)

23 水 年金相談
(10:00～ 役場西館1階相談室）

24 木 NPO・協働の相談
（13:30～役場町民活動支援課）

25 金 人権・行政合同相談（13:00～ 役
場東館3階住民相談室）

26 土 三好町制施行50周年記念日本カ
ヌーポロジュニア選手権大会
（13:00 ～ 保田ケ池カヌーポロ
競技場　～ 27日）

27 日
28 月 消費生活相談

（9:00～ 役場西館1階相談室)
女性相談（12:00～ ☎（32）9539）

29 火
30 水
31 木 NPO・協働の相談

（13:30～役場町民活動支援課）

 1 火
 2 水 年金相談

(10:00～ 役場西館1階相談室）
小さなお子さんのためのおはなし会

（10：30～ 中央図書館）
 3 木 NPO・協働の相談

（13:30～役場町民活動支援課）
 4 金
 5 土 町制施行50周年記念グラウンド・

ゴルフ大会
（9:00～三好公園陸上競技場）

おはなし会（10:30～中央図書館）

 6 日
7 月 町長ホットライン（8:00～ラジオ・    

ラブィート78.6MHz）
心配ごと相談
　　　   (9:00～ 福祉センター)
消費生活相談
（9:00～ 役場西館1階相談室)
女性相談（12:00～ ☎（32）9539）

8 火
9 水 年金相談

(10:00～ 役場西館1階相談室）
10 木 人権相談（13:00～ 役場東館3階

住民相談室）
NPO・協働の相談
（13:30～役場町民活動支援課）

11 金 法律相談（13:30～ 役場東館3階
住民相談室）

12 土 おはなし会（10:30～中央図書館）
13 日
14 月 消費生活相談

（9:00～ 役場西館1階相談室)
女性相談（12:00～ ☎（32）9539）

15 火 行政相談（13:00～役場東館3階住
民相談室）
司法書士・行政書士・土地家屋
調査士合同相談
(13:00～ 役場西館1階相談室）

鷲
す み

見 慧
さとる

君（三好丘旭）
尾
びとう

藤 祐
ゆう き

基君（新屋）
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今
年
度
か
ら
、
老
人
保
健
制
度
に
代
わ
っ
て
、「
長
寿（
後
期
高

齢
者
）医
療
制
度
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
制
度
を
支
援
す
る

た
め
国
保
に
加
入
し
て
い
る
75
歳
未
満
の
人
は
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
と
し
て
保
険
税
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度
の
創
設
に
伴
い
、
後
期
高
齢
者

の
医
療
費
に
つ
い
て
国
保
の
負
担
分
を
明
確
に
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
国
保
の
医
療
保
険
分
の
一
部（
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
拠

出
金
に
充
て
て
い
た
分
）を「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」と
し
て
区

別
す
る
も
の
で
す
。

　国民健康保険税は、皆さんが安心して医療を受けるた

めの国民健康保険（以下「国保」）を支える貴重な財源です。

　病院などの窓口で支払う医療費は、わたしたちが一部

を自己負担し、残りを国や県、町が負担しています。そ

の中の医療費や給付の主な財源として、皆さんが納めて

いる国民健康保険税が使われています。

　老人保健制度に代わる「長寿（後期高齢者）医療制度」の

創設に伴い、今年度から国民健康保険税の制度の一部が

変更になりました。その変更点を含め、平成20年度の

保険税制度についてお知らせします。

▼問い合わせ＝保険年金課
　☎（32）8011　 （32）2585

▼▼問い合わせ＝保険年金課問い合わせ＝保険年金課

国民健康保険税
が変わります
国民健康保険税国民健康保険税国民健康保険税国民健康保険税
が変わりますが変わりますが変わりますが変わります

平成20年度の

何
が
変
わ
っ
た
の
？

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
っ
て
何
？

保
険
税
の
負
担
は
増
え
る
の
？

公費�約5割後期高齢者支援金
約4割

長寿（後期高齢者）医療制度の
被保険者の保険料1割

◆��長寿（後期高齢者）
　医療制度の財源

　

そ
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
区
分
が
変
わ
り
ま
す
が
、

今
年
度
か
ら
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」

に
よ
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
税
が
上
が
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
と
同
じ
水
準
の
保
険
税
を
負
担
し
ま
す
。

75歳未満の
人の保険税
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「
40
歳
未
満
」｢

40
歳
以
上
65
歳
未
満｣｢

65
歳
以
上
75

歳
未
満｣

の
人
で
負
担
す
る
内
容
が
違
い
ま
す
。
国
保

の
医
療
保
険
分
だ
け
で
な
く
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

と
介
護
保
険
分（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
の
み
）も
一

緒
に
負
担
し
ま
す
。
世
帯
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
分

を
一
緒
に
納
め
ま
す
。（
下
図
参
照
）

　

国
保
被
保
険
者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
世
帯

の
保
険
税
は
、
10
月
か
ら
世
帯
主
の
年
金
か
ら
引
き
落

と
し（
特
別
徴
収
）さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
、

従
来
ど
お
り
納
付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
で
保
険
税
を

納
め
ま
す(

普
通
徴
収)

。

※
詳
し
く
は
７
月
中
旬
に
役
場
保
険
年
金
課
か
ら
送
付

す
る
納
税
通
知
書
と
同
封
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
世
帯
主
が
国
保
被
保
険
者
以
外
の
場
合

●�

世
帯
主
の
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
場

合
●�

介
護
保
険
料
の
引
き
落
と
し
と
合
わ
せ
た

額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合

保
険
税
は
、
年
齢
に
よ
っ
て
負

担
す
る
内
容
が
違
う
の
？

保
険
税
の
納
め
方
は
変
わ
っ
た

の
？

国保の保険税負担

国保の保険税負担

医療保険分

医療保険分

後期高齢者支援金分

後期高齢者支援金分

＝

＝

国保の保険税負担 医療保険分 後期高齢者支援金分＝ ＋

＋

＋

＋

医療保険分と後期高齢者支援金分を組み合わせて、国保の保険税として負担
します。介護保険分の負担はありません。

医療保険分、後期高齢者支援金分、介護保険分を組み合わせて、国保の保険税
として負担します。

医療保険分と後期高齢者支援金分を組み合わせて、国保の保険税として負担し、
介護保険料は別に納めます。

原則として年金から引き落としされます。ただし年金が年額18
万円未満の人は、納付書か口座振替で納付（普通徴収）します。

40歳になる月（1日が誕生日の人はその前月）の分から介護保険分を負担し
ます。

65歳になる前月(1日が誕生日の人はその前々月)までの介護保険分を計算
し、国保の保険税と一緒に負担します。

国保を抜けて「長寿（後期高齢者）医療制度」の被保険者となるため、国保の
保険税ではなく、長寿（後期高齢者）医療制度の保険料を納めることになり
ます（8ページ参照）。

年度の途中で40歳になるときは？

年度の途中で65歳になるときは？

75歳になったら？

介護保険分

介護保険分

40
歳
未
満
の
人

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人

保険税の
負担区分
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保
険
税
の
所
得
割
額
は
、
前
年
の
所
得
を
基
に
決
め

ら
れ
ま
す
。
国
保
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
、

正
し
い
所
得
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
国
保
で
は
、
保
険
税
の
軽
減
を
は
じ
め
、
入
院

時
の
食
事
代
や
高
額
療
養
費
の
支
給
な
ど
で
所
得
に
応

じ
て
負
担
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
所
得
の
申
告

を
し
な
い
で
い
る
と
そ
れ
ら
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

保
険
税
の
納
税
義
務
は
世
帯
主
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も
、
世

帯
の
中
に
一
人
で
も
国
保
被
保
険
者
が
い
れ
ば
、
納
税

通
知
書
は
世
帯
主
に
送
ら
れ
ま
す
。

保
険
税
の
所
得
割
は
、
い
つ
の

所
得
で
算
定
す
る
の
？

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の

に
、
国
民
健
康
保
険
の
納
税
通

知
書
が
送
ら
れ
て
き
た
の
は
ど

う
し
て
？

国や県、町から
の負担金など

国民健康保険税

◆�その年に予測される医療費

◆�国民健康保険税の算定内訳
割り振り項目 算定根拠

国
民
健
康
保
険
税

所得割 世帯の加入者の所得に応じて計算

資産割 世帯の加入者の資産に応じて計算

均等割 世帯の加入者数に応じて計算

平等割 一世帯ごとにいくらで計算

病院などで
本人が支払う
一部負担金

　

町
で
は
、
そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
全
体
の
医
療
費
か

ら
、
国
や
県
、
町
か
ら
の
負
担
金
な
ど
と
、
病
院
な
ど

で
ご
本
人
が
支
払
う
一
部
負
担
金
を
差
し
引
い
た
金
額

が
、
国
民
健
康
保
険
税
の
総
額
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

左
下
表
の
各
項
目
を
基
に
割
り
振
り
、
そ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
て
一
世
帯
の
保
険
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
加
わ
っ
た「
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
」や
、
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
の「
介
護
保
険
分
」も

同
様
に
決
め
ら
れ
、
上
限
額
は
別
々
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

※
今
年
度
の
上
限
額
は
、
医
療
保
険
分
が
42
万
円
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
が
10
万
円
、
介
護
保
険
分
が
７
万

円
で
す
。

保
険
税
は
ど
う
や
っ
て
決
ま
る

の
？

国民健康保険税が変わります
平成20年度の特集



平成20年７月１日　広報みよし　第927号 6

　すでに国保の保険税の軽減を受けている世帯で、長寿（後期高齢者）医療制度が始まったときに後期高齢者
の人または制度施行後75歳になる人が、国保から長寿（後期高齢者）医療制度に移行することにより、世帯
の国保の被保険者が減少しても、5 年間は移行前と同様の軽減措置（6割、または4割軽減）を受けることがで
きます。

●世帯主と被保険者の総所得の合計額が以下の場合に適用
平成19年度まで…
　33万円 + (24.5万円×世帯主以外の被保険者数 )
平成20年度から…
　33万円 + （24.5万円×世帯主以外の被保険者と世帯主以外の旧国保被保険者*の人数）

※ 6 割軽減も軽減判定の基準は変わりません。

　国保から長寿（後期高齢者）医療制度に移行した場合に、5 年間は移行前と同様に均等割額
と平等割額が、6 割、または 4 割の軽減を受けることができます。

平成19年度 平成20年度

●夫、妻が共に国保の被保険者 ●��夫が長寿（後期高齢者）医療制度、
　妻が引き続き国保の被保険者の場合

　

長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度
の
創
設
に
伴
い
、
75
歳

以
上
の
人
が
、
国
保
か
ら
長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度

に
移
行
し
た
場
合
は
、
同
じ
世
帯
に
属
す
る
国
保
の
被
保

険
者
の
保
険
税
が
急
に
増
え
る
こ
と
な
く
、
移
行
す
る
前

と
同
程
度
と
な
る
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
軽
減
措
置
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

● 

75
歳
以
上
の
人
が
、会
社
の
健
康
保
険
な
ど
か
ら
長
寿（
後

期
高
齢
者
）医
療
制
度
に
移
行
し
、
そ
の
被
扶
養
者（
65
歳

～
74
歳
）の
人
が
新
た
に
国
保
に
加
入
す
る
場
合

● 

75
歳
以
上
の
人
が
、
国
保
か
ら
長
寿（
後
期
高
齢
者
）医

療
制
度
に
移
行
し
、
75
歳
未
満
の
人
が
引
き
続
き
国
保

に
加
入
す
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

…
会
社
の
健

康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
か
ら
国
保
の
被
保
険
者
と
な
っ

た
人
は
、
役
場
保
険
年
金
課
へ
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

２
年
間
、
国
保
の
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
す
で
に
軽
減
を

受
け
て
い
る
世
帯
は
、
国
保
の
被
保
険
者
が
長
寿（
後
期

高
齢
者
）医
療
制
度
に
移
行
し
た
場
合
で
も
世
帯
の
構
成

や
収
入
の
状
況
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
５
年
間
、
移
行
前

と
同
様
の
軽
減
判
定
の
基
準
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
国
保
か

ら
長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度
へ
の
移
行
で
単
身
世
帯

と
な
る
人
は
、
５
年
間
、
世
帯
別
平
等
割
で
賦
課
さ
れ
る

保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
保
険
税
が
軽
減

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
？

13 2

所得の低い人に対する軽減

軽減の内容

1

4割軽減の
判定基準

例

国民健康保険

国民健康保険

長寿（後期高齢者）医療制度

妻72歳 夫76歳

世帯の保険税

保険税

保険料

軽減

所得に応じて軽減が
受けられます

5 年間、これまでと同じ軽減判
定の基準で軽減が受けられます

所
得
の
低
い
人
に
対
す
る
軽
減

平
等
割
で
賦
課
さ
れ
る
保
険
税
の
軽
減

被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
保
険
税
の
軽
減

*  「旧国保被保険者」…長寿（後期高齢者）医療制度への加入に伴い、国保から移行した人
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*1  「扶養から外れ」とは、あくまで健康保険などにおける「扶養」から外れるということで、所得税や実質的
な経済上の「扶養」とは異なります。

*2 所得割・・・所得に応じて負担していただく保険税
*3 資産割・・・資産に応じて負担していただく保険税

　保険税の平等割額（介護保険分を除く）が、5 年間は半額になります。

・保険税のうち所得割 *2、資産割 *3については所得や資産の有無にかかわらず免除されます。
･保険税の均等割を半額とします。
・ 長寿（後期高齢者）医療制度に移行後、旧被扶養者のみとなった世帯の場合は、平等割を半

額とします。世帯内に国保以外の人がいても、国保の被保険者が旧被扶養者のみであれば
適用されます。

　長寿（後期高齢者）医療制度が始まったときに後期高齢者の人または制度施行後 75 歳になる人が、国保
から長寿（後期高齢者）医療制度に移行することにより、国保の被保険者が世帯に 1 人となる場合につい
ては、5 年間は世帯ごとに負担していただく保険税の平等割額を半額にします。
※世帯内に国保以外の人がいても、国保の被保険者が 1 人であれば適用されます。

　長寿（後期高齢者）医療制度が始まったときに後期高齢者の人または制度施行後 75 歳になる人が、会社の
健康保険などから長寿（後期高齢者）医療制度に移行することによって、その扶養から外れて *1国保の被保
険者となった 65 歳以上の人（旧被扶養者）は、新たに負担する国保の保険税について、2 年間は長寿（後期
高齢者）医療制度と同じような軽減措置がとられます。

平成19年度

平成19年度

平成20年度

平成20年度

●夫、妻が共に国保の被保険者 ●�夫が長寿（後期高齢者）医療制度、
　妻が国保の被保険者の場合

●�夫が長寿（後期高齢者）医療制度、妻が
新たに国保の被保険者になる場合

●�夫が会社の健康保険の被保険者、
　妻がその被扶養者

平等割で賦課される保険税の軽減

被扶養者だった人の保険税の軽減

軽減の内容

軽減の内容

2

3

*1 均等割…被保険者1人当たりで負担していただく保険税
*2 平等割…世帯ごとで負担していただく保険税

例

例

国民健康保険

会社の健康保険など

国民健康保険

国民健康保険

長寿（後期高齢
者）医療制度

長寿（後期高齢
者）医療制度

妻72歳 夫76歳

保険料あり 保険料あり保険料なし

5年間、半額
になります

平等割 *2

均等割 *1 均等割

被保険者被扶養者

均等割

平等割

所得割
資産割

長寿（後期高
齢者）医療制
度保険料

2年間の軽減が
受けられます

国民健康保険税が変わります
平成20年度の特集

均等割
平等割
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７
月
に
、
今
回
決
定
し
た
今
年
度
の
保
険
料
額
を
お

知
ら
せ
す
る「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
決
定
通
知
書
」と
、

金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
で
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
た

め
の「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
入
通
知
書（
４
月
・
６

月
・
８
月
分
を
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
で
納
め
て
い
る

人
を
除
く
）」を
役
場
保
険
年
金
課
か
ら
送
付
し
ま
す
。

＊
今
回
、
保
険
料
決
定
通
知
を
送
付
す
る
対
象
者
は
、

今
年
の
４
月
30
日
ま
で
に
年
齢
が
75
歳
に
到
達
し
た
人

で
す
。な
お
、５
月
以
降
に
年
齢
が
75
歳
に
到
達
し
た
人

で
も
、
長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
保
険
の
被
保
険
者
に

な
る
前
日
に
会
社
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
の
扶

養
で
あ
っ
た
と
確
認
で
き
た
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
保
険
の
保
険
料
額
は
、一
人
ず

つ
均
等
に
負
担
し
て
い
た
だ
く「
均
等
割
額
」と
、
所
得
に

応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く「
所
得
割
額
」の
合
計
額
で
す
。

な
お
、一
人
当
た
り
の
保
険
料
の
上
限
額
は
50
万
円
で
す
。

　

原
則
、
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
）と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
の
額
が
年
間
18
万
円
以
下
の
人
、

も
し
く
は
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
、
年
金

額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
引
き
落
と
し
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
に
な
ら
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

口
座
振
替
や
納
付
書
な
ど（
普
通
徴
収
）で
個
別
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
期
に
つ
い
て
は
、
特
別
徴
収
の
人
は
年
金

受
給
月（
偶

数
月
）、普
通

徴
収
の
人
は

７
月
か
ら
翌

年
２
月
ま
で

の
毎
月
に
な

り
ま
す
。（
７

月
か
ら
９
月

ま
で
は
普
通

徴
収
、
10
月

か
ら
は
特
別

徴
収
に
な
る

場
合
も
あ
り

ま
す
）

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
75
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た

長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
制
度
で
は
、
長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
と
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
に
よ
り
保
険
料

が
決
ま
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
皆
さ
ん
の
平
成
19
年
の

所
得
が
確
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
基
に
平
成
20
年

度
の
長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
保
険
料
を
決
定
し
ま
し
た
。

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

保
険
料
の
計
算
方
法
は
？

保
険
料
の
納
付
方
法
と
納
期

※例… 単身で、収入は厚生年金のみで、
　　　年額208万円受給している人の場合

収入208万円から所得控除を除いた所得額は、88万円
保険料額＝40,175円＋（88万円ー33万円）×7.43％
　　　　＝81,040円
　　　　≒81,000円（100円未満切り捨て）

今
年
の
４
月

で
す
。な
お
、５
月
以
降
に
年
齢
が

で
も
、
長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
保
険
の
被
保
険
者
に

な
る
前
日
に
会
社
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
の
扶

養
で
あ
っ
た
と
確
認
で
き
た
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法
と
納
期

平
成
20
年
度
の

長
寿（
後
期
高
齢
者
）

医
療
保
険
料
が

決
ま
り
ま
し
た

長寿（後期高齢者）
医療保険料額

長寿（後期高齢者）医療
保険料額の計算方法

均等割額
40,175円

所得割額
（総所得金額ー33万円）×7.43％

総収入から
所得控除を
引いた額

基礎控除額 所得割率
… … …

決
ま
り
ま
し
た

▼
問
い
合
わ
せ
＝
保
険
年
金
課

▼▼
問
い
合
わ
せ
＝
保
険
年
金
課

問
い
合
わ
せ
＝
保
険
年
金
課

☎（
32
）８
０
１
１
　
（
32
）２
５
８
５
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長寿（後期高齢者）医療保険料が決定しました

　

長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
の
被
保
険
者
に
な
る
前
日
に

会
社
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

場
合
は
、
被
保
険
者
の
資
格
を
得
た
日
か
ら
２
年
間
は
保

険
料
の
均
等
割
額
が
５
割
減
額
さ
れ
、
所
得
割
額
は
課
せ

ら
れ
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、
均
等
割
額
の
７
割
軽
減
の
対
象

に
な
る
場
合
は
、
７
割
減
額
）。

　

ま
た
平
成
20
年
度
の
み
、
４
月
分
か
ら
９
月
分
ま
で
は

保
険
料
は
徴
収
さ
れ
ず
、
10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
６
カ
月

分
の
保
険
料
額
は
、
減
額
前
の
均
等
割
額（
６
カ
月
分
な

の
で
２
０
、０
８
７
円
）の
１
割
で
２
、０
０
０
円（
１
０
０

円
未
満
切
り
捨
て
）と
な
り
ま
す
。

１ 　

現
在
75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
保
険
証
の
有

効
期
限
は
、７
月
31
日
で
す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
し

て
い
た
だ
く
保
険
証
を
、
７
月
下
旬
に
配
達
記
録
郵
便

で
郵
送
し
ま
す
。

　

 

※
配
達
記
録
郵
便
で
は
、
受
け
取
る
と
き
に
押
印
ま
た

は
署
名
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
配
達
時
に
不
在
の
場
合

は
、
郵
便
受
け
に
案
内
が
入
り
ま
す
の
で
、
郵
便
支
店

へ
再
配
達
の
依
頼
を
し
て
い
た
だ
く
か
、
直
接
受
け
取

り
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

２ 　

郵
便
支
店
で
の
留
置
期
間（
案
内
に
記
載
さ
れ
て
い

る
期
間
）を
超
え
る
と
、
保
険
証
は
役
場
の
保
険
年
金

課
に
返
還
さ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
保
険
年
金
課
窓

口
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
と

印
か
ん
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

３ 　

郵
送
で
は
な
く
保
険
年
金
課
窓
口
で
の
受
け
取
り
を

ご
希
望
さ
れ
る
人
は
、
７
月
１
日（
火
）か
ら
15
日（
火
）

ま
で
の
間
に
、
電
話
な
ど
で
ご
連
絡
の
上
、
印
鑑
と
写

真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

４ 　

住
民
登
録
地
と
異
な
る
場
所
へ
保
険
証
の
郵
送
を
希

望
す
る
場
合
は
、保
険
年
金
課
へ
申
請
が
必
要
で
す（
す

で
に『
送
付
先
変
更
申
請
書
』を
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
あ
ら
た
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
保
険
証
は
郵
便
支
店
へ
の
転
送
届
で
は
転
送
さ
れ

ま
せ
ん
）。申
請
す
る
と
き
は
、
印
鑑
と
写
真
付
き
の
身

分
証
明
書
を
持
っ
て
７
月
１
日（
火
）か
ら
15
日（
火
）ま

で
に
保
険
年
金
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

５ 　

新
し
い
保
険
証
で
は
、
氏
名
な
ど
の
文
字
が
大
き
く

な
り
、
保
険
証
の
色
が
水
色
か
ら
桜
色
に
変
わ
り
ま
す
。

６ 　

旧
保
険
証
は
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
な
ど
で
受
診

す
る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い（
水
色
の
保
険
証
は
、
８
月
以
降
に
保
険
年

金
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
）。

　

４
月
１
日
現
在
の
世
帯
状
況
に
お
い
て
、
同
じ
世
帯
に

属
す
る「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
」と「
世
帯
主
」の
総

所
得
金
額（
総
所
得
金
額
の
う
ち
、
年
金
所
得
に
つ
い
て

は
、
特
例
と
し
て
15
万
円
を
控
除
）な
ど
の
合
計
額
に
よ

り
均
等
割
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

保
険
料（
均
等
割
額
）の
減
額

長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度
の
保
険
証

が
新
し
く
な
り
ま
す

社
会
保
険
や
組
合
保
険
な
ど
の
加
入
者

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
場
合
の
保
険
料
の

特
例（
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
国
民
健

康
保
険
組
合
加
入
者
は
除
く
）

負
担
割
合

 3 割負担

 1カ月の負担限度額が、下記の
とおり軽減（負担割合は3割）
外来のみ
 44,000円→12,000円
外来＋入院
 約80,000円→44,000円

 申請により、翌
月から１割負担

1割負担

課税所得が145万円未満ですか？
あなたの医療費の
自己負担割合は？

いいえ はい

はい

はい

いいえ

いいえ
同一世帯内に非保険者が1人で、70歳～74歳
の人を含む合計収入が520万円未満ですか？

同一世帯内の収入合計が、被保険者1人の場合…383万
円未満、被保険者 2人の場合…520万円未満ですか？

長寿（後期高齢者）医療保険料が決定しました
平成20年度の

減額要件 均等割額の減額割合
（減額後の均等割額）

総所得金額などの合計が
33万円以下の世帯

均等割額を7割減額
（12,052円）

総所得金額などの合計が
33万円＋（24万5千円×
世帯主でない被保険者数）
以下の世帯

均等割額を5割減額
（20,087円）

総所得金額などの合計が
33万円＋（35万円×被保
険者数）以下の世帯

均等割額を2割減額
（32,140円）

■ 長寿（後期高齢者）医療保険料の均等割額の
減額要件
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介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
納
め

る
保
険
料
と
国
や
県
、
町
が
負
担
す
る
公
費
を
財
源

に
各
市
町
村
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
介
護

や
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
、
費
用
の
一
部（
原
則

と
し
て
１
割
）を
支
払
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
65
歳
以
上
の
人
口
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
の
見
込
み
な
ど
に
よ
り
、
３

年
ご
と
に
策
定
し
、
65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
介
護
保

険
料
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
行
の
第
３
期

計
画（
平
成
18
〜
20
年
度
）の
介
護
保
険
料
の
基
準
月

額
は
３
、６
８
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
介
護
保
険
料
は
、
基
準
月
額
を
基
に
、
本
人

の
所
得
や
世
帯
の
課
税
状
況
に
応
じ
た
負
担
と
な
る

よ
う
、
各
段
階（
１
段
階
か
ら
６
段
階
ま
で
の
区
分
）

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
と
保
険
料
段
階
に
つ
い
て

段階 第１段階 第２段階 第３段階 第４段階 第５段階 第６段階

対象者

・ 老齢福祉年金
を受けている
人で、本人お
よび世帯全員
が町民税非課
税の場合
・ 生活保護を受
けている人

・ 本人および世
帯全員が町民
税非課税で、
合計所得金額
と課税年金収
入額の合計が
80万円以下の
人

・ 世帯全員が町
民税非課税で、
第2段階以外
の人

・ 本人が町民税
非課税

（世帯内に町民       
　税が課税され　
　ている人がい　
　る場合）

・ 本人が町民税
課税対象で、
合計所得金額
が200万円未
満の人

・ 本人が町民税
課税対象で、
合計所得金額
が200万円以
上の人

保険料率 基準額×0.5 基準額×0.5 基準額×0.75 基準額 基準額×1.25 基準額×1.5

年額
保険料
（月額）

2万 2,080 円
（1,840 円）

2万 2,080 円
（1,840 円）

3万 3,120 円
（2,760 円）

4万 4,160 円
（3,680 円）

5万 5,200 円
（4,600 円）

6万 6,240 円
（5,520 円）

 65
歳以
上

の皆
さん
へ 平成20年度の
介護保険料をお知らせします

生活保護を受けていますか？

老齢福祉年金を受けていますか？

あなたの介護保険料は？
いいえはい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

本人が町民税の課税対象ですか？

同じ世帯に町民税課税対象の人がいますか？

前年の合計所得金額＋課税年金
収入額が80万円以下ですか？

前年の合計所得金額が
200万円以上ですか？

　平成20年度の介護保険料は、
平成19年中の所得や平成20年
度の町民税の課税状況によって
決まります。
　次の「はい」または「いいえ」を
選択して矢印を進むと、あなた
の平成20年度の年間保険料が分
かります。

▼問い合わせ＝高齢福祉課介護保険係

　　　　　　　☎（32）8009　 （34）3388　

生活保護を受けていますか？

はいはい
スター

ト
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介護保険料をお知らせします

　税制改正に伴う、65歳以上の住民税非課税措置（所得125万円以下非課税）の廃止により、所得段階が上
がった人（住民税の経過措置対象者およびその世帯に属する人）には、平成18年度から2年間で保険料を段階
的に引き上げる緩和措置が適用されました。しかし、平成20年度は、この措置が据え置かれることになり
ました。平成21年度は、介護保険料の見直しを予定しています。

介護保険料の緩和措置

介護保険料の納付方法は？

　年金の受給額によって、特別徴収と普通徴収の2種類に分けられます。

納付方法 対象（いずれかに該当する人） 納付の仕方など

特別徴収
・ 平成20年4月1日現在65歳以上で、老齢年金、
退職年金、遺族年金、障害年金などの受給額が
年額18万円以上の人

  4月以降、年金を受給する偶数月に、2カ月分の
保険料を年金から引き落としによる納付となります。

普通徴収

・ 老齢年金、退職年金、遺族年金、障害年金などの
受給額が年額18万円未満の人
・ 老齢福祉年金を受給している人
・平成20年4月2日以降に、65歳になった人
・平成20年4月2日以降に、三好町に転入した人

   平成20年7月から平成21年2月までの8カ月間、
納付書、または口座振替による納付となります。
※ 転入前の市町村で特別徴収であった人も、1年目
は普通徴収となります。
※ 特別徴収となる場合は特別徴収開始通知書でお知
らせします。

平成18年度
年額保険料

平成19年度
年額保険料

平成20年度
年額保険料

所得段階
第 4段階

所得段階の第1・第2段階（税制改正前の計算）から
移行した人 2万9,140円 3万6,650円 3万6,650円

所得段階の第3段階（税制改正前の計算）から移行し
た人 3万6,650円 4万180円 4万180円

所得段階
第 5段階

所得段階の第1・第2段階（税制改正前の計算）から
移行した人 3万3,120円 4万4,160円 4万4,160円

所得段階の第3段階（税制改正前の計算）から移行し
た人 4万180円 4万7,690円 4万7,690円

所得段階の第4段階（税制改正前の計算）から移行し
た人 4万7,690円 5万1,220円 5万1,220円

該当所得段階
年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

特別徴収 仮徴収 仮徴収 仮徴収 本徴収 本徴収 本徴収

年金支給日 4/15 6/13 8/15 10/15 12/15 2/13

普通徴収 本徴収 本徴収 本徴収 本徴収 本徴収 本徴収 本徴収 本徴収

納　　期 7/31 9/1 9/30 10/31 12/1 12/25 2/2 3/2

介護保険料の納付時期は？

区分
月

　特別徴収は年金より引き落とし、普通徴収は 7月以降の月末（12月分は25日）が納期限となります（納期に
該当する日が休日の場合は、その翌日）。
　普通徴収の納付書は、7月中旬に介護保険料決定通知書と一緒に送付します。納期限までに必ず納付してく
ださい。

　40歳以上65歳未満の皆さんの保険料は、それぞれで加入している健康保険の保険料と合わせて納め
ていただいています。詳しくは加入している医療保険者（健康保険組合や国民健康保険など）にお問い合
わせください。

介護保険料をお知らせします介護保険料をお知らせします
平成20年度の

介護保険料をお知らせします介護保険料をお知らせします
平成20年度の平成20年度の

介護保険料をお知らせします介護保険料をお知らせします
平成20年度の平成20年度の 65

歳以
上

の皆
さん
へ

※緩和措置は平成17年1月1日現在において、65歳以上の人が対象です。
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◆
町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
て

　

５
月
24
日
に
開
催
し
ま
し
た 

「
町
制
施
行
50
周

年
記
念
式
典
」に
は
、
議
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
臨
席
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
わ
が
町

の
伸
展
に
多
大
な
ご
功
績
を
残
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、「
ふ
る
さ
と
三
好
」の
変
遷

の
歴
史
を
振
り
返
る
契
機
と
し
て
い
た
だ
け
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

現
在「
ふ
る
さ
と
三
好
」の
さ
ら
な
る
伸
展
を
目

指
し
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
特
性
や
特
色
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
る
た
め
に
は
、
基
礎
自

治
体
と
し
て
さ
ら
な
る
自
治
力
の
強
化
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、「
市
制
」へ
の
移
行
を
決
断
し
、
市
制

施
行
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
た
本
年
度
を「
市
」と

し
て
新
た
な
歴
史
を
創
造
す
る
基
礎
固
め
の
年
と

位
置
付
け
、
皆
さ
ん
に「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」と

の
評
価
が
い
た
だ
け
る
よ
う「
夢
と
緑
と
活
力
あ
る

ま
ち
」づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　

東
海
地
方
も
梅
雨
入
り
し
、
集
中
豪
雨
や
台
風

に
よ
る
災
害
の
発
生
が
危き

ぐ惧
さ
れ
る
時
季
を
迎
え

ま
し
た
。
５
月
25
日
に
境
川
堤
防
で
、
水
害
応
急

対
策
活
動
の
迅
速
化
と
水
防
体
制
の
確
立
、
そ
し

て
防
災
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
た「
水
防
訓
練
」

を
、
議
会
、
区
長
会
、
消
防
団
を
は
じ
め
、
防
災

関
係
機
関
の
皆
さ
ん
の
参
加
と
協
力
を
い
た
だ
き

実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
を
通
じ
水
防
工
法
の
習
得

や
防
災
意
識
の
再
確
認
を
し
て
い
た
だ
け
た
も
の

と
思
い
ま
す
。
わ
が
町
に
お
い
て
は
、
幸
い
に
し

て
、
こ
こ
数
年
、
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
大
き

な
風
水
害
、
そ
し
て
危き

ぐ惧
さ
れ
て
い
る
地
震
災
害

は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
国
内
外
に
お
い
て

自
然
の
猛
威
に
よ
る
極
め
て
甚
大
な
災
害
が
頻
発

し
て
い
ま
す
。
先
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
サ
イ
ク
ロ
ン

や
中
国
の
四し

せ
ん川

大
地
震
に
お
い
て
、
学
校
や
民
家

の
倒
壊
な
ど
に
よ
り
多
く
の
尊
い
生
命
が
犠
牲
と

な
り
ま
し
た
。
被
災
地
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
心
か

ら
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
一
刻
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
然
の
猛
威
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

備
え
る
こ
と
に
よ
り
被
害
を
最
小
限
に
止
め
る
こ

と
は
可
能
で
す
。
町
と
し
て
も
、
計
画
的
な
公
共

施
設
の
耐
震
化
や
、
皆
さ
ん
の
住
宅
の
耐
震
化
の

支
援
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
悲

惨
な
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
、
あ
ら
た
め
て
早

急
な
対
応
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
災
害
時

に
お
け
る
防
災
活
動
の
拠
点
と
な
る
役
場
庁
舎
の

早
期
整
備
に
取
り
組
む
た
め
、
今
議
会
で
庁
舎
新

築
工
事
基
本
設
計
業
務
委
託
を
予
算
計
上
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
緊
急
時
に
お
け
る
災
害
に
関
す
る
情
報

の
発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
災
組
織

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
防
災
体
制
の
強
化
・
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
一

人
一
人
が
防
災
意
識
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

日
ご
ろ
か
ら
緊
急
時
に
備
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

自
ら
で
き
る「
備
え
」を
施
し
て
い
た
だ
き
、
緊

急
時
に
は
、
災
害
情
報
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
地
域
あ
る
い
は
お
隣
と
の
連
携
・

共
助
に
よ
る
身
の
安
全
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

防
犯
面
で
は
、
豊
田
市
内
で
発
生
し
た
女
子
高

校
生
殺
害
事
件
な
ど
、
全
国
各
地
で
心
を
痛
め
る

残
忍
な
事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
極
め
て
憂
慮
す

べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
は
、
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
安
全

な
登
下
校
の
た
め
の
指
導
の
徹
底
、
教
育
委
員
会

　

平
成
20
年
第
２
回
三
好
町
議
会
定
例
会
が
６
月
６
日
か
ら
23
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
10
日
と
11
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、
10
人
の
議
員
が
登
壇
。
質
問

に
対
し
、
町
長
ほ
か
が
答
弁
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
久く

の野
知と

も
ひ
で英
町
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
の
抜

粋
お
よ
び
提
出
さ
れ
た
議
案
、
補
正
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

節目の年を迎え 新たな歴史を
　　　創造する ための基礎固めを

町
長
あ
い
さ
つ

６
会 月
議

開会のあいさつをする久野町長
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※ 補正額4623万7千円を加えた一般会計の予算総額は、

　歳入・歳出ともに217億423万7千円です。

国庫支出金

寄附金　　

繰入金　 

 　　105万円

408万円

4110万7千円

に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
教
職
員
に
よ
る
校
区

巡
回
の
強
化
、
近
隣
市
町
と
の
不
審
者
情
報
の
共

有
配
信
な
ど
、
児
童
・
生
徒
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
な
防
犯
体
制
の
見
直
し
、
強
化
を
し

て
い
ま
す
。

　

各
地
域
に
お
い
て
も
、
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
の
皆
さ
ん
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
な
ど
地

域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

防
災
や
防
犯
で
は「
地
域
の
力
」が
大
き
な
役
割

を
担
い
ま
す
。
わ
が
町
で
は
現
在
、
各
地
区
に
お

い
て「
地
区
体
力
づ
く
り
事
業
」を
は
じ
め
、
地
域

ふ
れ
あ
い
事
業
や
交
流
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
う
し
た
事
業
を
通
じ
て
、

地
域
の
連
帯
感
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
意
識
が
一
層

高
ま
り
、
災
害
時
に
お
け
る
共
助
体
制
や
防
犯
体

制
強
化
の
大
き
な
力
、
す
な
わ
ち「
地
域
力
」が
さ

ら
に
は
ぐ
く
ま
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
豊
田
警
察
署
や
地
区
防
災
組
織
、
尾

三
消
防
本
部
や
消
防
団
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
体
と
な
っ
て「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
」づ
く
り

を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典「
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」が
８

月
８
日
に
開
幕
し
ま
す
。　

議案番号 議　　案　　名

議案第42号 三好町公の施設に係る指定管理者の指定手続
等に関する条例の一部を改正する条例

議案第43号 三好町消防団員等公務災害補償条例の一部を
改正する条例

議案第44号 三好町監査委員に関する条例の一部を改正す
る条例

議案第45号 三好町国民健康保険税条例の一部を改正する
条例

議案第46号 三好町税条例の一部を改正する条例

議案第47号 三好町都市計画税条例の一部を改正する条例

議案第48号 三好町営住宅管理条例の一部を改正する条例

議案第49号 平成20年度三好町一般会計補正予算
（第1号）

議案第50号 工事請負契約の締結について
（三好中学校大規模改修（1期）建築工事）

議案第51号
工事請負契約の締結について
（道路改良工事（仮称）高嶺橋下部工工事（A1）
（町道三好ケ丘駒場線））

議案第52号 物品の買入れについて
（学校給食センター厨房機器）

議案第53号 町道路線の認定について

同意第2号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につい
て

報告第1号 三好町土地開発公社の経営状況について

報告第2号 財団法人三好町国際交流協会の経営状況につ
いて

報告第3号 繰越明許費の報告について

意見書第1号 後期高齢者医療制度の見直しを求める意見書

請願第1号 後期高齢者医療制度の廃止の意見書提出を
求める請願

　

４
年
前
の
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
男
子
ハ
ン

マ
ー
投
げ
競
技
に
お
い
て
、
本
町
在
住
の
室む

ろ
ふ
し
こ
う

伏
広

治じ

選
手
が
、
日
本
中
の
大
声
援
に
応
え
、
見
事
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
も
地
元
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
熱
き
声
援
を
、
そ
し
て
大
歓
声

を
上
げ
た
こ
と
を
鮮
明
に
思
い
起
こ
し
ま
す
。

　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
室
伏
選
手
を
は
じ
め
、

日
本
選
手
の
ご
活
躍
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
地
元
出
身
選
手
の

活
躍
を
期
待

総務費

民生費

教育費　

　

 　4328万2千円

105万円

190万5千円

【歳入】 【歳出】

一般会計補正予算

■補正予算（抜粋）

■提出された議案などの一覧

節目の年を迎え 新たな歴史を
　　　創造する ための基礎固めを

〔補正額の内訳〕

三 議好 町 会 例定 会
平 年成 20 第 回２
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広
報
み
よ
し
の
よ
う
に
一
般
的
な
フ
ル
カ
ラ
ー
の

印
刷
物
は
、
青
・
赤
・
黄
・
黒
色
の
４
色
の
版
を
重
ね

て
色
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
以
前
の
広
報
み
よ
し
は
、

１
日
号
は
青
色
と
黒
色
、
15
日
号
は
赤
色
と
黒
色
の

２
色
の
版
で
印
刷
し
て
い
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
印

刷
機
器
の
カ
ラ
ー
化
や
技
術
改
良
が
進
み
、
４
色
印
刷

と
２
色
印
刷
の
金
額
差
が
従
前
よ
り
小
さ
く
な
っ
て
い

る
状
況
で
す
。
ま
た
、
印
刷
に
か
か
る
経
費
を
抑
え
る

た
め
に
、
現
在
、
広
報
み
よ
し
の
原
稿
は
、
印
刷
に
出

す
ま
で
の
原
稿
の
デ
ザ
イ
ン
・
編
集
を
、
す
べ
て
職
員

が
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
写
真
で
も
モ
ノ

ク
ロ
よ
り
カ
ラ
ー
の
方

が
伝
わ
る
情
報
量
が
多

く
、
よ
り
住
民
の
皆
さ
ん

に
親
し
み
や
す
く
、
読
み

や
す
い
と
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
フ
ル
カ

ラ
ー
印
刷
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▲全国広報コンクールで「４席」
を受賞した平成19年1月1日号。
本町は、同コンクールにおいて、
平成8年には「特選」、平成6年に
「7席」を受賞しています。

[ホットライン]

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
４
席
受
賞

広
報
み
よ
し
が

　

広
報
み
よ
し
が
、
社
団
法
人
日
本
広
報
協
会
主
催
の

平
成
20
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
町
村
の
部
で
、
第

５
位
に
当
た
る「
４
席
」を
受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
し
た

の
は
、
平
成
19
年
１
月
１
日
号
。
食
育
を
特
集
し
た
も

の
で
、
食
育
Ｑ
＆
Ａ
や
学
校
栄
養
職
員
や
食
生
活
改
善

推
進
員
な
ど
へ
の
取
材
、「
伝
え
た
い
三
好
の
味
」の
紹

介
、
野
菜
の
栄
養
知
識
な
ど
、「
食
」の
大
切
さ
を
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
訴
え
た
内
容
と
飽
き
の
来
な
い
編
集

デ
ザ
イ
ン
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
報
は
、
取
材
な
ど
を
通
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
編
集
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
受
賞
を

励
み
に「
み
な
さ
ん
と
町
政
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」と

し
て
広
報
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
今
回
、
広
報
み
よ
し
に
対
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
や
ご
質
問
に
対
す
る
回
答
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

フ
ル
カ
ラ
ー
の
広
報
は

「
ぜ
い
た
く
」な
の
で
は
？

年度 1ページ単価
（税込み）

平成17年度
（2色印刷） 1.134 円

平成20年度
（4色印刷） 1.197 円

■ 広報みよしフルカラー（4色）と
　2色印刷の１ページ単価比較表

1

全
国
広
報
コ
ン
ク

広
報
み
よ
し
が
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広
報
の
配
布
に
か
か
る
経
費
は
、
半
分
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
べ
き
情
報
は
、

内
容
・
量
と
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
た
め
、
１
号
当
た

り
で
は
、
ペ
ー
ジ
数
が
増
加
し
、
印
刷
に
係
る
経
費
は

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
部
で
も
検
討
し
た
結
果
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
迅
速
に
情
報
を
伝
え
る
た
め
に
も
、
町
政
に
関
す

る
情
報
を
得
る
機
会
を
よ
り
多
く
確
保
す
る
た
め
に
も
、

現
在
の
と
お
り
月
２
号
を
発
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
広
報
み
よ
し
の
配
布
は
、
各
行
政
区
を
通
し

て
、
地
区
内
の
全
世
帯
に
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
三

好
町
に
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
で
、
自
宅
に
広
報
が

届
か
な
い
と
い
っ
た
場
合
は
、
お
住
ま
い
の
行
政
区
の

事
務
所
や
公
民
館
、
集
会
所
、
区
長
の
皆
さ
ん
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

印
刷
業
者
を
通
じ
て
製
紙
業
者
の
確
認
を
取
り
、
現

在
、
古
紙
配
合
率
１
０
０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま

す
。

　

広
報
み
よ
し
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

to
w
n
.a
ic
h
i-m
iyo
sh
i.lg
.jp
/)

で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
広
報
み
よ
し
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
秘
書
広
報
課
ま
で

電
話
…
☎(

32)

８
３
５
７

フ
ァ
ク
ス
…

(

34)

６
０
０
８

電
子
メ
ー
ル
…

hisyokoho@
tow
n.aichi-m

iyoshi.lg.jp

　

現
在
、
広
報
み
よ
し
は
、
と
じ
穴
を
開
け
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、
穴
を
開
け
る
経
費
を
削
減
す
る
た
め
と
、

穴
を
開
け
る
際
に
出
る
ご
み
を
な
く
す
こ
と
で
、
再
生

資
源
と
し
て
の
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
高
め
る
た
め
で

す
。

　

ま
た
、
穴
を
開
け
る
位
置
が
紙
面
上
の
写
真
に
か
か

っ
た
と
き
に
、
写
真
に
写
っ
て
い
る
人
の
体
の
部
分
に

重
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
人
に
不
快
な
思

い
を
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と

も
と
じ
穴
を
開
け
て
い
な
い
理
由
の
一
つ
で
す
。

　

フ
ァ
イ
ル
や
と
じ
ひ
も
で
保
存
を
し
た
い
と
お
考
え

の
皆
さ
ん
に
は
、
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
ご
自
身

で
と
じ
穴
を
開
け
る
場
合
は
、
広
報
裏
表
紙
の
左
端
の

帯
の
中
央
部
部
に
あ
る「

▲

」印
を
穴
開
け
の
中
心
目
印

と
し
て
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
後
も
、
広
報
み
よ
し
を
多
く
の
人
が
保
存
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
紙
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

広報みよし

みなさんと町政を結ぶ
[ホットライン ]

広報みよし

みなさんと町政を結ぶ
[[ホットライン ]

広報みよし広報みよし

と
じ
穴
を
開
け
て
ほ
し
い

紙
は
１
０
０
％
再
生
紙
？

　Hot Line 広報みよしでは「瞳を

輝かせて」で紹介させていただく

町内在住、在勤、または在学の人

物やグループを募集しています。

　いろいろな分野で、興味深い活

動などをしている人物、グループ

をご存知の皆さん、秘書広報課ま

で情報提供をお願いします。

情報提供募集

広報みよし広報みよし

全国広報コンクール
4席受賞

23

45

毎
月
１
回
の
発
行
に
し
て
は
？

引
っ
越
し
た
ば
か
り
で

広
報
紙
が
配
ら
れ
て
来
な
い
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心の通う対話の町政 進行中

「ヴォイス」

三
好
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
町
政

に
対
す
る
意
見
を
町
長
が
直
接
お
聴
き
す
る
、

対
話
集
会「
皆
さ
ま
と
語
る
会
」を
開
催
し
た

り
、提
言
箱
や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
を
通
し
て「
皆

さ
ま
の
提
言
」を
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て「
心
の
通
う
対
話
の
町
政
」を
進
め
て
い

こ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

「
皆
さ
ま
と
語
る
会
」
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と

町
長
の
発
言
要
旨
や
「
皆
さ
ま
の
提
言
」に
寄

せ
ら
れ
た
意
見
の
う
ち
、主
に
生
活
に
か
か
わ

る
内
容
の
意
見
と
回
答
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は「
皆
さ
ま
の
提
言
」に
寄
せ
ら
れ
た
意

見
の
要
旨
と
、
そ
れ
に
対
す
る
三
好
町
と
し
て

の
考
え
方
を
抜
粋
で
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
提
言

　

２
・
３
年
ほ
ど
前
か
ら
、
新
春
三
好
町
マ
ラ

ソ
ン
駅
伝
大
会
の
出
場
区
分
で
、
一
般
男
子
の

部
の
39
歳
以
下
と
40
歳
以
上
の
年
齢
区
分
が
な

く
な
り
ま
し
た
。
40
歳
以
上
の
人
も
10
代
の
高

校
生
や
20
代
の
現
役
陸
上
部
員
と
同
じ
土
俵
の

上
で
競
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
入
賞
す
る
こ

と
が
走
る
目
的
の
す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

わ
た
し
た
ち
40
代
か
ら
60
代
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー

も
そ
れ
な
り
に
目
標
を
持
っ
て
走
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
が
思
う
に
年
々
、
年
配
の
ラ
ン
ナ
ー
の

参
加
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

以
前
の
よ
う
に
、
一
般
の
部
で
年
齢
区
分
を
設

定
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
わ
れ
わ
れ
40
歳
以
上

の
年
齢
の
ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
励
み
と
な
り
ま

す
。
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
春
三
好
町
マ
ラ
ソ
ン
駅
伝
大
会
は
平
成
18

年
大
会
ま
で
、
マ
ラ
ソ
ン
一
般
男
子
の
部
を
40

歳
以
上
の
部
と
39
歳
以
下
の
部
に
分
け
て
実
施

し
て
い
ま
し
た
。
平
成
19
年
大
会
か
ら
２
部
を

統
合
し
、
一
般
男
子
の
部
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
統
合
し
た
理
由
は
、
対
象
部
の
参
加
者

が
減
少
す
る
反
面
、
駅
伝
の
部
の
参
加
チ
ー
ム

が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
運
営
面
の
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
を
考
慮
し
た
た
め
で
す
。
そ
の
後
、

ラ
ン
ナ
ー
の
記
録
測
定
で
、
ゼ
ッ
ケ
ン
内
に

チ
ッ
プ
を
埋
め
込
み
、
記
録
を
測
定
す
る
新
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
し
て
、
以
前
に
比
べ

て
負
担
が
軽
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
一
般
男
子
40
歳
以
上
の
部
、
同
39

歳
以
下
の
部
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
三

好
町
マ
ラ
ソ
ン
駅
伝
大
会
の
企
画
・
検
討
を

行
っ
て
い
る
三
好
町
体
育
指
導
委
員
会
専
門
部

会
で
協
議
し
、
主
管
団
体
で
あ
る
三
好
町
マ
ラ

ソ
ン
駅
伝
大
会
実
行
委
員
会
の
中
で
調
整
し
ま

す
。

　

平
成
19
年
度
よ
り
固
定
資
産
税
な
ど
の
納
税

通
知
書（
納
付
書
）が
、
期
別
で
１
枚
ず
つ
バ
ラ

バ
ラ
の
状
態
で
送
付
さ
れ
て
き
ま
す
。
以
前
は

ホ
チ
キ
ス
で
留
め
て
１
冊
に
ま
と
ま
っ
て
い
た

た
め
、
支
払
い
も
し
や
す
く
、
領
収
書
が
そ
の

ま
ま
の
状
態
で
保
管
で
き
大
変
便
利
で
し
た
。

紛
失
の
可
能
性
も
あ
り
保
管
し
に
く
い
の
で
、

以
前
の
よ
う
に
ホ
チ
キ
ス
で
１
冊
に
ま
と
め
て
、

保
管
し
や
す
い
状
態
で
送
付
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
窓
口
で
の
納
税
を
始
め
る
に
当
た

り
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
経
営
会

社
か
ら
条
件
が
付
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
の
ブ
ッ

キ
ン
グ（
ホ
チ
キ
ス
留
め
、
の
り
留
め
）型
の
納

付
書
は
、
書
類
の
判
断
や
確
認
作
業
が
要
求
さ

れ
る
な
ど
、
コ
ン
ビ
ニ
窓
口
で
の
手
続
き
が
煩

雑
と
な
り
、
ミ
ス
が
起
こ
り
や
す
い
な
ど
の
問

題
点
が
あ
り
、
取
り
扱
い
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
町
を
含
め
全
国
の
自
治
体
で
、

す
。意

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

提
言
箱)

税
金
の
納
税
通
知
書
の
保
管
形
態
に

つ
い
て

答
え　
　
　
　
　
　
　

(

担
当　

税
務
課)

コ
ン
ビ
ニ
窓
口
で
の
納
付
を
可
能
に

す
る
た
め
で
す

皆
さ
ま
の
提
言

意
見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

提
言
箱)

新
春
三
好
町
マ
ラ
ソ
ン
駅
伝
大
会
の

一
般
男
子
の
部
の
出
場
区
分
に
つ
い
て

す
。
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
え　
　
　
　
　
（
担
当　

ス
ポ
ー
ツ
課
）

三
好
町
マ
ラ
ソ
ン
駅
伝
大
会
実
行
委

員
会
の
中
で
調
整
し
ま
す

新春三好町マラソン駅伝大会の
マラソン一般男子のスタート
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コ
ン
ビ
ニ
収
納
用
の
納
付
書
は
ブ
ッ
キ
ン
グ
を

し
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
納
税
者
の
皆

さ
ん
に
は
お
手
数
で
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
ん
さ
ん
バ
ス
で
ジ
ャ
ス
コ
に
行
き
た
い
の

で
す
が
、
バ
ス
の
時
刻
表
が
な
い
の
で
乗
車
時

間
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
バ
ス
の
時
刻
表
を
公
共

施
設
な
ど
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ん
さ
ん
バ
ス
の
時
刻
表
は
、
各
バ
ス
停
に

そ
れ
ぞ
れ
表
示
が
あ
り
ま
す
。
時
刻
表
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
、
町
民
病
院
や
サ
ン
ネ
ッ
ト
な
ど
主

要
な
公
共
施
設
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
バ

ス
車
内
で
も
運
転
手
に
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ

ば
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
置
き
場
所
に

つ
い
て
は
検
討
し
、
分
か
り
や
す
い
場
所
に
設

置
す
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
方

法
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
三
好
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
電
話
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
検
索
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

携
帯
電
話
用
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http

://

w
w
w
.to
w
n
.a
ic
h
i  

-m
iyo
sh
i.lg
.jp
/

se
isa
ku
/sa
n
sa
n

-b
u
s/m
/

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
来
る
」。

昔
か
ら
い
わ
れ
て
き
た
戒
め
で
す
が
、
昨
今
、

メ
デ
ィ
ア
の
普
及
が
進
み
、
世
界
中
の
災
害

情
報
を
瞬
時
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
現
代
で

は
、「
災
害
は
忘
れ
る
間
も
な
く
や
っ
て
来

る
！
」
と
も
い
え
ま
す
。

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
も
地
域
の
人
に
と

っ
て
は
晴
天
の
へ
き
れ
き
、
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
も
今
ま
で
に
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
な

い
地
域
で
の
地
震
は
大
変
な
驚
き
で
す
。
土

曜
日
の
朝
、
山
中
の
一
軒
宿
に
泊
ま
っ
た
人

や
戸
外
で
仕
事
を
始
め
た
人
、
釣
り
人
、
山

菜
採
り
の
人
、
車
で
移
動
中
の
人
な
ど
、
被

災
し
た
皆
さ
ん
に
は
不
運
と
い
え
ば
不
運
、

何
と
も
申
し
上
げ
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

木
々
の
生
い
茂
る
美
し
い
山
並
み
が
一
瞬

に
し
て
無
残
な
姿
に
な
る
と
は
、
誰
も
が
想

像
し
得
な
か
っ
た
こ
と
。
震
源
地
の
向
こ
う

30
年
間
の
大
地
震
発
生
確
率
は
０
％
で
、
地

震
予
知
の
難
し
さ
を
露
呈
し
た
も
の
で
し
た
。

毎
回
言
っ
て
い
ま
す
が
、
東
海
地
震
は
い

つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
わ
れ
て
30

年
。
そ
の
間
、
予
知
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で

多
く
の
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
直
下
型

地
震
は
そ
れ
だ
け
予
知
が
難
し
い
の
で
し
ょ

う
。
東
海
・
東
南
海
地
震
な
ど
は
予
知
が
で

き
る
と
い
わ
れ
て
い
て
も
、
あ
ま
り
当
て
に

し
な
い
ほ
う
が
良
い
の
か
も
。

猿
投
・
高
浜
活
断
層
は
、
猿
投
か
ら
わ
が

町
を
ほ
ぼ
境
川
沿
い
に
南
下
し
て
、
高
浜
ま

で
続
く
地
域
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
今

後
３
０
０
年
以
内
に
大
地
震
が
起
き
る
可
能

性
は
、
限
り
な
く
０
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
自
身
も
安
心
は
し
て
い
ま
す
が
、
い

つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
考
え
た
ほ
う

が
正
解
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
備
え
あ

れ
ば
憂
い
な
し
」
で
す
か
ら
。
わ
が
町
も
公

共
の
施
設
、
特
に
小
中
学
校
や
保
育
園
な
ど

に
は
、
早
急
に
緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
て
、
少
し
で
も
安
全
で
安
心
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
の

思
い
が
募
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
の
耐
震
診
断
を
し
て
く
だ
さ

い
と
お
願
い
し
て
待
つ
の
で
は
な
く
、
積
極

的
に
働
き
掛
け
る
方
法
も
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
家
具
の
転
倒
防
止

な
ど
、
各
家
庭
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

く
だ
さ
い
。
わ
が
家
は
大
丈
夫
な
ど
と
努ゆ
め
ゆ
め々

思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
家
は
大
丈
夫
で
す
か

連
載
第
65
回

７
月
７
日(

月)

午
前
８
時
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
、
ラ
ジ
オ
・
ラ
ブ
ィ
ー
ト(

78･

６
Ｍ
Hz)

の

「
み
よ
し
モ
ー
ニ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ス
」
で
、
久
野
町
長
が
コ
ラ
ム
の
内
容
を
話
題
に
生
出
演
し
ま
す
。

皆さまからの提言をお待ちしています
　三好町では、心の通う対話の町政を進めていこうと、町政に対する
皆さまからの提言をいただくため「皆さまの提言箱」を設けています。

▼設置場所＝役場、サンネット、サンアート、町民病院、総合体育館、
中央図書館
※提言は「皆さまの提言箱」のほか、下記のいずれかの
方法でも受け付けています。
①電子メール…  teigen@town.aichi-miyoshi.lg.jp
②ファクス… （３４)６００８
③郵便…〒 470-0295 三好町役場秘書広報課あて(住所不要）
　　　　　　　　　　　　　　　　　秘書広報課☎(３２)８３５７

携帯電話からメー
ルで提言できます

を
お
願
い
し
ま
す
。

意
見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

提
言
箱)

さ
ん
さ
ん
バ
ス
の
時
刻
表
の
設
置
に

つ
い
て

施
設
な
ど
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

答
え　
　
　
　
　
（
担
当　

政
策
推
進
課
）

主
な
公
共
施
設
に
置
い
て
あ
り
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
検
索
で
き
ま
す携帯電話用

ＱＲコード
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ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
の
Ａ
チ
ー
ム
、
青
木
君
と

尾
藤
君
は
交
代
メ
ン
バ
ー
の
Ｂ
チ
ー
ム
で
す
。
し
か
し
、

試
合
に
挑
む
気
持
ち
は
一
つ
。
尾
藤
君
は
「
例
え
ベ
ン

チ
に
入
れ
ず
に
裏
方
に
回
っ
て
も
、
勝
利
を
目
指
し
て

チ
ー
ム
一
丸
で
す
か
ら
」
と
に
っ
こ
り
。

　

チ
ー
ム
の
強
み
を
３
人
は
「
気
持
ち
の
強
さ
」
と
口

を
そ
ろ
え
ま
す
。
そ
れ
を
支
え
る
の
は
厳
し
い
練
習
と

「
楽
し
も
う
ぜ
精
神
」。
３
人
に
は
１
年
生
の
と
き
に

誓
っ
た
「
自
分
た
ち
が
主
力
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
常

に
楽
し
ん
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
よ
う
」
と
い
う
決
意
が
あ

り
ま
し
た
。
青
木
君
は
「
フ
ィ
ー
ル
ド
内
は
も
ち
ろ
ん
、

ベ
ン
チ
や
ス
タ
ン
ド
の
全
員
で
声
を
掛
け
合
っ
て
気
持

ち
を
切
ら
さ
ず
戦
う
こ
と
が
大
切
」
と
い
い
ま
す
。

　

そ
し
て
挑
ん
だ
愛
知
県
大
会
。
大
き
な
自
信
と
な
っ

た
の
が
、
準
々
決
勝
の
中
京
大
中
京
高
校
戦
で
し
た
。

１
点
リ
ー
ド
さ
れ
た
後
半
、
徐
々
に
試
合
を
押
し
始
め
、

終
了
間
際
に
同
点
。
延
長
戦
、
Ｐ
Ｋ
戦
の
末
、
強
豪
か

ら
勝
利
を
も
ぎ
取
り
ま
し
た
。「
あ
の
勝
利
で
、
リ
ー

ド
さ
れ
て
い
て
も
焦
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
サ

ッ
カ
ー
を
楽
し
む
気
持
ち
を
持
つ
と
、
プ
レ
ー
に
余
裕

が
生
ま
れ
る
ん
で
す
」
と
鷲
見
君
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
の
自
信
が
結
果
に
つ
な
が
っ
た
の
が
、
準
々
決
勝

を
勝
ち
上
が
っ
た
４
校
に
よ
る
決
勝
リ
ー
グ
で
の
熱
田

高
校
戦
。
勝
て
ば
全
国
大
会
出
場
が
決
ま
る
試
合
で
す
。

３
人
が
３
年
生
に
な
っ
た
最
初
の
練
習
試
合
で
４
対
０

の
完
敗
を
喫
し
た
因
縁
の
相
手
。「
そ
の
悔
し
さ
を
ば

ね
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
」
と

３
人
は
話
し
ま
す
。
熱
田
高
校
に
先
制
点
を
許
し
て
も

チ
ー
ム
の
士
気
は
下
が
る
こ
と
な
く
、
見
事
３
対
１
の

逆
転
勝
ち
で
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

夢
の
全
国
大
会
。
３
人
は
「
楽
し
も
う
ぜ
精
神
」
を

胸
に
チ
ー
ム
の
勝
利
を
目
指
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
る
刈
谷
市
に
あ
る

刈
谷
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
。
今
年
５
月
に
行
わ
れ
た

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
愛
知
県
大
会
で
準
優
勝

し
、
７
月
29
日
か
ら
埼
玉
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
３

年
ぶ
り
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
今
回
は
、
三
好
町
出
身

で
同
部
に
所
属
す
る
３
年
生
の
青あ

お
き木

領り
ょ
う
じ
ろ
う

二
郎
君
、
鷲す

み見
慧

さ
と
る

君
、
尾び

と
う藤

祐ゆ
う
き基

君
を
紹
介
し
ま
す
。

　

公
立
高
校
な
が
ら
強
豪
と
し
て
県
内
外
に
そ
の
名
を
知

ら
れ
、
現
在
お
よ
そ
70
人
の
部
員
が
所
属
す
る
刈
谷
高
校

サ
ッ
カ
ー
部
。
白
地
に
赤
の
斜
め
帯
が
入
っ
た
伝
統
の

ユ
ニ
ホ
ー
ム
は
「
赤
だ
す
き
」
と
い
う
愛
称
で
親
し
ま
れ
、

刈
谷
サ
ッ
カ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
内
で
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い
も
厳
し
く
、
鷲
見
君
は

「
楽
し
も
う
ぜ
精
神
」で
つ
か
ん
だ
全
国
へ
の
切
符

　

青あ
お
き木 

領り
ょ
う
じ
ろ
う

二
郎
君（
新
屋
）、
鷲す

み見 

慧
さ
と
る

君（
三
好
丘
旭
）、
尾び

と
う藤 

祐ゆ
う
き基

君（
新
屋
）

刈
谷
高
校
か
ら
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技
大
会
へ
出
場

　 あおき・りょうじろう（写真右）　平成2年生まれ。
南中学校出身。好きな選手はブラジルのロナウド。得
意プレーはミドルシュート。「全国2勝以上目指します」
　すみ・さとる（写真中）　平成2年生まれ。北中学
校出身。好きな選手は浦和レッズの闘

トゥーリオ

莉王。得意プレー
はヘディング。「全国大会では町民代表で頑張ります」
　びとう・ゆうき（写真左）　平成2年生まれ。南中
学校出身。好きな選手は特になし。打たれ強い精神力
が持ち味。「応援よろしくお願いします」

▼ ▼ ▼プロフィル

▼愛知県大会決勝リ
ーグ三好高校戦でデ
ィフェンスをする鷲
見君（写真右端）
　全国高校総合体育
大会サッカー競技大
会は、7 月 29 日か
ら埼玉県で開催。
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『
お
ま
ま
ご
と
が
大
好
き
』

　

お
出
掛
け
す
る
と
、
一
人
で
ど
ん
ど
ん
遊

び
に
行
っ
ち
ゃ
う
好
奇
心
旺
盛
な
は
る
ち
ゃ

ん
。
お
ま
ま
ご
と
が
大
好
き
で
、
お
皿
運
び

の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ

っ
て
。
得
意
の
歌
や
踊
り
を
た
く
さ
ん
見
せ

て
く
れ
る
は
る
ち
ゃ
ん
に
「
健
康
で
思
い
や

り
の
あ
る
子
に
な
っ
て
ね
」
と
お
母
さ
ん
。

堀ほ
り 

陽は
る
な菜

ち
ゃ
ん（
三
好
下
）

平
成
17
年
７
月
５
日
生

父
・
貴た
か
ひ
ろ博

さ
ん　

母
・
文ふ
み
こ子

さ
ん
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問

『
お
ま
ま
ご
と
が
大
好
き
』

　

お
出
掛
け
す
る
と
、
一
人
で
ど
ん
ど
ん
遊

び
に
行
っ
ち
ゃ
う
好
奇
心
旺
盛
な
は
る
ち
ゃ

７

お
誕
生
日
コ
ー
ナ
ー
の
応
募
者
の
中
で
希
望
す
る
人
は
、
お
子
さ
ん
の
写
真
を
ひ
ま
わ
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
み
よ
し
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
の
番
組
の
中
で
紹
介
し
ま
す
。

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
抽
選
以
外
の
目
的

で
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
抽
選
後
は
破
棄
し
ま
す
。

【
９
月
の
お
誕
生
日
コ
ー
ナ
ー
】

▼ 
応
募
期
間
＝
８
月
１
日
か
ら
５

日
ま
で（
土
・
日
曜
除
く
）

▼ 

対
象
＝
９
月
生
ま
れ
で
３
歳
未

満
の
児

▼ 

応
募
方
法
＝
秘
書
広
報
課
へ
電

話
で
☎(

32)

８
３
５
７

※
７
月
生
ま
れ
の
応
募
は
、
18
人

で
し
た
。（
抽
選
に
よ
り
掲
載
決
定
）

【▼▼▼※で
し
た
。（
抽
選
に
よ
り
掲
載
決
定
）

出場者募集

広
報
ク
イ
ズ

　

こ
の
写
真
は
何
の
一
部
を
写
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
？

【
応
募
方
法
】
①
答
え（
例
：
雪
の
結
晶
）②
郵
便
番

号
③
住
所
④
氏
名（
ふ
り
が
な
）⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号

⑦
広
報
み
よ
し
に
対
す
る
意
見
、
感
想
を
記
入
し
、

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
秘
書

広
報
課
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
10
人
に
、
図
書
カ
ー
ド
５
０
０
円
分
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

【
あ
て
先
・
送
信
先
】

は
が
き
…
〒
４
７
０
ー
０
２
９
５

三
好
町
役
場
秘
書
広
報
課（
住
所
の
記
入
不
要
）

フ
ァ
ク
ス
…

(

34)

６
０
０
８

電
子
メ
ー
ル
…

hisyokoho@
tow
n.aichi-m

iyoshi.lg.jp

【
締
め
切
り
】７
月
14
日（
月
）必
着

【
６
月
号
の
正
解
と
当
選
者
】
答
え
：
梅
雨
空（
空
梅
雨

も
可
）（
全
55
通
正
解
53
通
）
磯
村
満
代
、
植
木
幹
夫
、

近
藤
由
佳
、佐
藤
栄
美
、櫻
井
和
代
、曽
我
部
紀
里
、近

田
晃
久
、丸
山
麻
衣
、宮
田
な
お
、山
川
百
合
子

（
敬
称
略
）

『
追
い
駆
け
っ
こ
を
し
て
遊
ん
で
る
よ
』

　

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
が
好
き
な
り
ゅ
う
く
ん
。

音
の
出
る
お
も
ち
ゃ
が
お
気
に
入
り
の
な
な

ち
ゃ
ん
。
車
の
お
も
ち
ゃ
で
兄
弟
仲
良
く
遊

ぶ
ん
だ
よ
。
い
つ
も
追
い
駆
け
っ
こ
を
し
て

汗
い
っ
ぱ
い
の
元
気
な
二
人
に
「
人
に
優
し

く
で
き
る
子
に
な
っ
て
ね
」
と
お
母
さ
ん
。

七な
な
み海

ち
ゃ
ん（
写
真
左
）

平
成
19
年
７
月
15
日
生

父
・
慎し
ん
ご吾
さ
ん　

母
・
久く

み美
さ
ん

ん
。
お
ま
ま
ご
と
が
大
好
き
で
、
お
皿
運
び

の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ

っ
て
。
得
意
の
歌
や
踊
り
を
た
く
さ
ん
見
せ

ん
。
お
ま
ま
ご
と
が
大
好
き
で
、
お
皿
運
び

の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ

月

小お

の野 

流り
ゅ
う
せ
い星

く
ん（
三
好
丘
緑
）

平
成
17
年
７
月
23
日
生

ヒント…わたしはつぶして
リサイクルステーションに
出します
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何
か
を
教
わ
っ
た
と
き
や
手
伝
い

を
し
て
も
ら
っ
た
と
き
に
、
そ
の
対

価
と
し
て
使
う
地
域
通
貨
「
じ
ゃ
ん

チ
ケ
ッ
ト
」。
そ
の
活
動
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
お
う
と
６
月
８
日
、
助

け
合
い
チ
ケ
ッ
ト
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
総

会
・
交
流
会
が
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
57
人
の
参
加
者
は
、
じ

ゃ
ん
チ
ケ
ッ
ト
を
使
っ
て
折
り
紙
や
、

二に

こ胡
の
弾
き
方
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
体
験
。
参
加
者
の

女
性
は「
上
手
に
花
を
飾
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、大
変
う
れ
し
い
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。 

助け合いチケットじゃんじゃん総会・交流会

地域通貨で交流の輪を広げよう

　

友
好
都
市
コ
ロ
ン
バ
ス
市
の
高
校

生
13
人
と
引
率
者
３
人
が
、
６
月
13

日
か
ら
17
日
ま
で
三
好
町
を
訪
れ
ま

し
た
。
来
訪
団
は
町
内
で
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
。
町
内
中
学
校
や
三
好
高
校
へ

の
体
験
入
学
な
ど
を
通
し
て
日
本
文

化
を
学
び
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま

た
13
日
に
は
、
久く

の野
知と

も
ひ
で英
町
長
を
表

敬
訪
問
。
久
野
町
長
は
「
今
回
の
滞

在
を
通
し
て
ぜ
ひ
文
化
交
流
を
図
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
記
念
品
の
交
換
も
行
わ
れ
、

両
市
町
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
質
問

を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

コロンバス市学生来訪団表敬訪問

異文化体験を通した友好交流

　

身
近
で
手
軽
な「
歩
く
」運
動
を
通

し
て
、
健
康
づ
く
り
を
し
て
も
ら
お

う
と
６
月
７
日
、「
三
好
路
を
歩
こ

う
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
好
町

制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
三
好
公
園
を
出

発
し
て
境
川
や
保
田
ケ
池
を
経
由

し
、
出
発
地
に
戻
る
16
・
５
キ
ロ
の

コ
ー
ス
を
、
町
内
外
か
ら
参
加
し
た

２
２
３
人
は
新
緑
の
中
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
で
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
の
一
人
は
「
歩
き
な
が
ら
い
ろ

い
ろ
な
景
色
を
見
れ
て
気
分
爽そ

う
か
い快
で

す
」
と
息
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

三好町制施行50周年記念「三好路を歩こう」

新緑の三好を気持ちよく歩こう
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天
王
小
学
校
の
５
年
生
が
６
月
４

日
、
新
屋
地
内
で
田
植
え
を
行
い
ま

し
た
。
初
め
に
、
地
元
農
家
の
久く

の野

文ふ
み
ひ
こ彦
さ
ん
か
ら
苗
の
植
え
方
を
教
わ

っ
た
後
、
は
だ
し
で
水
田
に
入
り
田

植
え
を
実
践
。
児
童
た
ち
は
ぬ
か
る

む
土
に
足
を
と
ら
れ
な
が
ら
も
、
元

気
い
っ
ぱ
い
に
苗
を
植
え
て
い
ま
し

た
。
５
年
３
組
の
安あ

だ
ち達
由ゆ

き紀
さ
ん
は

「
田
植
え
を
し
た
の
は
初
め
て
で
し

た
が
、
泥
ん
こ
に
な
っ
て
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
秋
に
は
稲
刈
り
を
行
う
予

定
で
す
。

田植え体験（天王小学校）

田んぼの中って気持ちいい

　

児
童
た
ち
に
相
撲
を
体
験
し
て
も

ら
お
う
と
６
月
６
日
、
三
吉
小
学
校

で
、
恒
例
の
す
も
う
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
全
ク
ラ
ス
の
代
表
横
綱
28

人
が
、
全
校
児
童
の
声
援
を
受
け
な

が
ら
校
庭
内
の
土
俵
に
堂
々
と
入
場
。

１
年
生
か
ら
５
年
生
ま
で
の
各
学
年

の
男
女
別
優
勝
決
定
戦
と
、
６
年
生

男
女
４
人
ず
つ
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
で
勝
利
を
目
指
し
ま
し
た
。
６

年
生
男
子
で
見
事
優
勝
し
た
成な

り
た田

優ゆ
う
と斗
君
は「
小
学
校
最
後
の
大
会
で

優
勝
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

と
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

すもう大会（三吉小学校）

はっけよい、のこった！

　

尾
三
消
防
本
部
の
水
難
事
故
対
策

訓
練
が
６
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
の

３
日
間
、
三
好
池
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
難
事
故
に
お
け
る
救
助
技
術
の
向

上
を
図
ろ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

こ
の
訓
練
。
ボ
ー
ト
が
転
覆
し
、
行

方
不
明
者
が
い
る
と
の
想
定
で
、
人

形
を
要
救
助
者
に
見
立
て
た
救
助
訓

練
や
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
の
取
り
扱
い
訓

練
な
ど
を
実
践
し
ま
し
た
。
隊
員
た

ち
は
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
命
を

救
う
一
分
一
秒
を
争
う
緊
迫
し
た
空

気
の
中
で
、
懸
命
に
訓
練
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

水難救助訓練

一分一秒を争う実践訓練
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編��

集��

後��

記

▼
役
場
の
駐
輪
場
に
は
毎
年
、
ツ
バ
メ

が
飛
来
し
、
子
育
て
を
し
て
い
ま
す
。

巣
は
昨
年
の
も
の
を
再
利
用
。
今
年
は

５
羽
の
ひ
な
が
か
え
り
ま
し
た
。
ツ
バ

メ
は
昔
か
ら
益
え
き
ち
ょ
う鳥
と
さ
れ
、
巣
を
作

る
と
そ
の
家
は
縁
起
が
い
い
と
も
い

わ
れ
ま
す
。
わ
が
家

で
も
数
年
前
ま
で
巣

を
作
っ
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
は
め
っ
き

り
。
ふ
ん
の
処
理
を

除
け
ば
歓
迎
し
た
い

と
こ
ろ
、
少
し
残
念

に
思
い
ま
す
。（
の
）

▼
先
日
、
三
好
池
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に

出
掛
け
ま
し
た
。
春
の
桜
並
木
で
有
名

な
三
好
池
は
、
実
は
ア
ジ
サ
イ
も
見
ど

こ
ろ
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
は
、
町
内
在

住
の
有
志
の
集
ま
り「
あ
じ
さ
い
の
会
」

の
皆
さ
ん
が
毎
年
手
入
れ
を
し
て
く
れ

て
い
る
も
の
。
梅
雨
か
ら
初
夏
の
時
期

に
か
け
て
、
三
好
池
の
ト
リ
ム
コ
ー
ス

の
傍
ら
で
、
赤
や
紫
、
水
色
な
ど
色
と

り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
た
ア
ジ
サ
イ
が
、

わ
た
し
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。
美
し
い
花
を
見
な
が
ら
、
美
し

く
な
い
自
分
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
な
体
型

の
改
善
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。（
竹
）

第
５
回
三
好
池
Ｅ
ボ
ー
ト
交
流
会
を
開
催

▼�

問
い
合
わ
せ
＝
三
好
町
カ
ヌ
ー
協
会
か
ら

　
（
三
好
池
カ
ヌ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎（
32
）８
５
５
８�　

（
32
）８
６
９
９

▼�

と
き
＝
８
月
17
日（
日
）午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ
＝
三
好
池
カ
ヌ
ー
競
技
場

▼�

内
容
＝
小
学
生
男
子
・
女
子
の
部
、一
般（
中
学
生
以
上
）

男
子
・
女
子
の
部（
男
女
混
成
チ
ー
ム
は
男
子
の
部
）に

よ
る
チ
ー
ム
対
抗
の
競
技
大
会

▼�

参
加
資
格
＝
１
チ
ー
ム
10
人
で
参
加
。
事
前
練
習
会

に
１
回
以
上
の
参
加
が
必
要（
Ｅ
ボ
ー
ト
の
乗
艇
経
験
、

ま
た
は
前
回
大
会
ま
で
に
参
加
経
験
の
あ
る
チ
ー
ム
は

除
く
）

▼�

参
加
費（
1
チ
ー
ム
）＝
小
学
生
の
部
…
２
、０
０
０
円
、

一
般
の
部
…
３
、０
０
０
円（
練
習
会
・
交
流
会
保
険
料

を
含
む
）

▼�

事
前
練
習
会
＝
８
月
８
日（
金
）・
９
日（
土
）・
10
日（
日
）

の
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
、
午
後
２
時
か
ら
３

時
30
分
ま
で（
10
日
は
午
前
の
み
）

▼�

申
し
込
み
＝
７
月
19
日（
土
）ま
で
に
大
会
申
込
書（
三

好
池
カ
ヌ
ー
セ
ン
タ
ー
、
保
田
ケ
池
カ
ヌ
ー
ポ
ロ
競
技

場
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え

て
カ
ヌ
ー
協
会
へ
直
接

▼�

そ
の
ほ
か
＝
ボ
ー
ト
、
パ
ド
ル
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

は
主
催
者
で
用
意

　
「
Ｅ
ボ
ー
ト
」は
、
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
く
乗
る
こ
と
が
で
き

る
10
人
乗
り
の
手
漕
ぎ
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
Ｅ
ボ
ー
ト
に
よ
る
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
仲
間
同
士

で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。



23

�

外
がいこくごじょうほう

国語情報ひろば

M IA
財団法人　三好町国際交流協会

MIYOSHI  INTERNATIONAL
ASSOCIATION

☎（34）9000　 （34）9001

A
IC
HI

 HOSPITALITY

フレンドシップ継承
　交付金対象事業

PHONE
��施設名　　　　　　　　　　　　7月の休館日　������電話番号 ��施設名　　　　　　　　　　　　�����7 月の休館日　�電話番号

※�

広
報
み
よ
し「
お
知
ら
せ
版
」な
ど
の
中
か
ら
、外
国
人
の
皆
さ
ん
に
も
お
知
ら
せ
し
た
い
情
報
を
選
び
翻
訳（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
英
語
）し
て
い
ま
す
。

住
じゅうみんか

民課　☎（32）8012　 （32）8048

Consultas com intérprete em português.
Dias de atendimento= todas as terças e sextas feiras (2 vezes por semana).
Horário de atendimento=das 13:00h às 15:30h. 

ポルトガル語
ご
通
つうやく
訳による外

がいこくじんそうだん
国人相談

☎(32)8558
☎(34)6641

☎(32)0100

☎(32)2111
☎(33)4150
☎(32)2000
☎(32)2162
☎(34)3311
☎(34)5000
☎(34)3131

三好池カヌーセンター（8:30～17:15）�………………
保田ケ池カヌーポロ競技場管理事務所��………………
（8:30～17:15）
学校給食センター（8:30～17:15）�……………………

（火曜日～土曜日�9:00～21:00、日�9:00～17:00）

三好町役場（8:30～17:15）�……………………………
サンネット（10:00～19:00）��…………………………
サンアート（9:00～21:00）�……………………………
中央公民館（9:00～21:00）�……………………………
中央図書館（9:00～17:00）�……………4……………
歴史民俗資料館（9:00～16:30）�………………………
総合体育館�����……………………………………………

（火曜日～土曜日�13:00～21:00、日�9:00～17:00）

☎(33)3300
☎(34)5311
☎(34)1588
☎(34)1988
☎(34)6111
☎(33)3441

☎(32)3044

☎(34)3370
☎(36)8625

三好町民病院（8:30～16:00）�…………………………
保健センター（8:30～17:15）�…………………………
福祉センター（8:30～17:15）�…………………………
生きがいセンター（8:30～17:15）�……………………
さんさんの郷（9:00～17:00）�…………………………
学習交流センター（8:30～17:15）�……………………

勤労青少年ホーム��………………………………………

明越会館（受付9:00～17:00）�…………………………
きたよし地区公園管理事務所��…………………………
（受付9:00～17:00）��

月（祝日を除く）・22日（火）

土・日・祝

土・日・祝
土・日・祝

土・日・祝

土・日・祝
月

月

月
月

月（祝日を除く）
月

土・日・祝
火

月（祝日を除く）・17日（木）・22日（火）

月
月

土・日・祝

月

ENCONTRO PARA 
DESFRUTAR CANOA POLO

お知らせは裏表紙から

＊町内の外国人登録者数/町全体人口に占める割合：1,996人�／�3.5％（6月1日現在）

（ただし、三好町国際交流協会は日・月曜日・祝日休み）

Associação Miyoshi de Canoa
Tel（32）8558　Fax（32）8699

カヌーポロに親
した

しむ集
つど

いの開
かいさい

催
（日本語の記事は26ページ参照）

Não gostaria de ter uma 
experiência com Canoa Polo com 
pais e filhos ou amigos?
Quando=10 de agosto (dom) das 
10:00h às 12:00h.
Local=Estágio de Canoa Polo 
Botagaike.
Conteúdo=técnica básica de canos
polo e jogos entre os participantes.
Público alvo=acima de nível 
primário (participação receptiva 
de pais e filhos).
Vagas=60 pessoas por sorteio.
Taxa de participação=público 
em geral ￥500 por pessoa, 
estudantes abaixo de nível ginasial 
￥300 (incluindo taxa de seguro).
Inscrição=para garantir enviar 
cartão postal com o nome do 
participante, endereço, idade 
(série), telefone (fax) à Associação 
Miyoshi de Canoa (〒470-0224 
Miyoshi- cho Miyoshi Higashiyama 
209-1) ou ainda através de fax.
※quanto aos trâmites haverá 
comunicação posterior.

Get-together and Know 
about Canoe Polo
Miyoshi Canoe Association
Tel（32）8558　Fax（32）8699

canoe polo with parent and child, 
or with friends?
Time=August 10 (Sunday)
10:00㏂～12:00㏘
Place=Botagaike Canoe Polo 
Ground
Content=Learning basic technique 
of canoe polo and playing games 
with the participants
Target=Ages over elementary 
school students (parent and child 
participants are welcome)
Number of applicants=60 people 
by lottery
Participation Fee=Adult 500 yen, 
under junior high school student 
300 yen (including insurance cost)
For application=Should arrive no
later than July 15 (Tuesday), 
participant’s name, address, 
age(grade), telephone number 
(fax number) should be written 
on postcard or fax and sent 
to Miyoshi Canoe Association     
(〒470-0224 209-1, Higashiyama, 
Miyoshi, Miyoshi-cho)
※Necessary procedure will be 
explained later.

ENCONTRO COM CHÁ 
NUMA NOITE DE VERÃO
Centro Cultural Sunart
Tel（32）2000　Fax（32）3232

納
のうりょう

涼茶
ちゃか い

会の開
かいさ い

催
（日本語の記事は27ページ参照）

querem passar bons momentos com
numa noite de verão diferente?
Quando=31 de julho (quinta) das 
19:00h às 20:30h.
Local=Furusato Kaikan.
Conteúdo=concerto de instrumentos
musicais com serviço de chá.
Taxa=entrada franca, ￥300 a 
porção do chá.
Elenco=Miyoshi Ongakuza 
(música instrumental), Chikushi 
Maruwakai (koto), Chiafuruzu 
(okarina).
Informação=telefonando para 
Sunart.

COOL EVENING TEA 
CEREMONY
Culture Center SUNART
Tel（32）2000　Fax（32）3232

We will hold a cool evening tea 
ceremony, where you can enjoy 
listening to music and drinking 
green tea.  Wouldn’t you like to
spend a special summer night 
time?
Time=July 31 (Thursday)
 7:00㏘～8:30㏘
Place=Furusato Hall
Content=Musical instrument 
performance at the garden with 
green tea service
Cost=Admission free, green tea
300 yen/one drink
Concert performer=Miyoshi 
Ongakuza(light music), 
Chikushimaruwakai(koto), 
Cheerfuls(ocarina)
For information=Call SUNARTWouldn’t you like to experience 

Será promovido um encontro com
chá numa noite de verão apreciando
a música saboreando o chá. Não 
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　「わが家の愛犬、健康で元気もある

のにいうことを聞いてくれない」。そ

んな皆さん、しつけの方法を教えます。

▼ �とき＝8月2日（土）、午前10時から

　正午まで、午後1時から 3時まで

▼ところ＝三好町中央公民館

▼ �講師＝愛知県動物保護管理センター

職員と民間ボランティア

▼ �対象＝三好町在住で、愛犬（犬の登

録と狂犬病予防注射接種済）1頭と

会場へ同伴できる人。見学のみも可

▼定員＝先着 10組

▼参加費＝無料

▼ �申し込み＝ 7月 31日（木）までに愛

知県動物保護管理センターへ電話で

▼ �ところ＝尾三衛生組合エコサイクル

プラザ 2階体験学習教室（東郷町大

字諸輪字百々 51-23）

▼内容＝下表のとおり

▼ �対象＝三好町、日進市、東郷町在住

の人（親子での参加可、託児あり）

▼ �申し込み＝各期限までに、エコサイ

クルプラザ（午前10時から午後4時

まで）へ電話で

▼ �休館日＝月曜日（月曜日が祝日の場

合、翌日が休館日）

●女優たちによる朗読「夏の雲は忘れ

ない～1945・ヒロシマ�ナガサキ」の公演

▼ �とき＝7月25日（金）①午後2時開

　�演（開場1時30分）②午後6時30分

　開演（開場5時30分）

▼ところ＝サンアート小ホール

▼ �内容＝山
やまだ

田昌
まさ

さんはじめ女優6人と

地元有志の出演による、戦争の悲惨

さや平和の尊さを語り継ぐ、広島や

長崎の被爆者たちの手紙の朗読劇

▼定員＝各部 421席（全席自由）

▼入場料＝ 3,000 円

▼ �申し込み・問い合わせ＝みよしピン

コロ劇団事務局の山
やまもとようこ

本洋子さんへ電

話（☎（32）3607）で

●三好町制施行50周年記念事業「第九

演奏会」の放送（ひまわりネットワーク）

　5月25日にサンアートで開催された

「第九演奏会」を放送します。

▼ �放送日＝ 7月の毎週土・日曜日（初

回 5日（土）午前 8時 30分から）

※詳しい放送時間は、チャンネルガイ

ド 7月号をご覧ください。

▼ �チャンネル＝デジタル12（121ch）、

アナログ6（6ch）

▼ �問い合わせ＝ひまわりネットワーク

　株式会社コンテンツ部（☎0565（35）

　3417）へ電話で

　 　 　
▼ �譲ります（有料）＝学習机、ダイ

ニングテーブル

▼ �差し上げます（無料）＝老人介護
用入浴イス、老人介護用ポー

タブルトイレ、シングルベッド、

テレビ、バスケットゴール、介

護用ベッド（電動式）、犬小屋（大

型犬用）

▼ �譲ってください（有料）＝カメラ
（フジフィルムSUPER120AZ）、

　水田中耕除草機（1丁押し）

▼ �譲ってください（無料）＝三好町
の保育園の体操服・スモック、

　桃山幼稚園体操服（120㎝以上）、

　�三輪車（手押し付）、子ども用野

外遊具、桃山幼稚園体操服
▼登録期間＝3カ月間

▼ �登録方法＝差し上げます(無料）、
譲ります（有料）、譲って下さい

（有料・無料）に分け、氏名・住所・

電話番号・商品名とその詳細情

報（品質状態、購入年月日など）

を明らかにして、環境課へ電話

(☎（32）8018）、または直接

▼ �交渉の流れ＝①広報みよしに商
品名を掲載②希望者は環境課へ

電話連絡③登録者の氏名・住所

･電話番号を確認し、登録者と

直接交渉④結果を環境課へ連絡

●リサイクル用品の登録●

エコサイクルプラザ教室

尾三衛生組合エコサイクルプラザから

☎（38）2226　 （38）6222

伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板伝言板

家庭犬の出前しつけ方教室

愛知県動物保護管理センター

☎0565（58）2323　 0565（58）2330

教室名 とき 講師 定員（抽選） 参加費 持ち物 申込期限

フィルムケースを利用
して万華鏡を作る

7月23日（水）
①9：30～11：30
②13：30～15：30

小
こいけ

池田
たもり

守さん 各20人 300円
フィルムケース
（ある人は持ってこら
れるだけ）

7月13日（日）

牛乳パックを利用して
はがきを作る

7月25日（金）
9：30～11：30 野

の の や ま

々山美
え み こ

恵子さん 12人 無料
牛乳パック1本
（切り開いたもの）、
押し花の持ち込み可

7月15日（火）

食品トレイを使って、
ふわふわはばたく鳥を
作る

7月30日(水）
9：30～11：30 高

たかとお

遠康
やす こ

子さん 20人 100円
大きめの食品トレイ4
枚以上、使用済乾電池
（単3、1本）

7月20日（日）

ペットボトルでバード
フィーダー（鳥のえさ
箱）を作る

8月1日(金）
9：30～11：30 宮

みやした

下香
か よ

代さん 20人 200円
ペットボトル、または
透明なプラスチック
などの容器

7月21日（月）

■エコサイクルプラザ教室の内容
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▼定員＝ 20人

▼参加費＝ 250円

▼ �申し込み＝ 7月 16日（水）までに保

健センターへ電話、または直接

　元気に成長するために、自分の体や

口の中のこと、食事のことについて考

えてみましょう。

▼ �とき＝①7月25日（金）②7月30日

　�（水）、両日とも午前 9時 30分から

午後1時まで

▼ところ＝保健センター

▼ �内容＝健康についての話・実習と調

理実習

　皆さんで楽しく調理実習をしながら、

栄養や健康について考えてみませんか。

▼ �とき＝7月23日（水）午前10時から

　�午後1時まで（受付は午前9時45分

から）

▼ところ＝保健センター

▼ �内容＝健康についての話・調理実習

▼ �対象＝町内に在住の 60歳以上の人

（男性やひとり暮らしの人は年齢を

問わず）

▼ �対象＝町内在住で、①は小学 4年

生から6年生まで②は小学1年生か

ら 3年生まで

▼定員＝抽選で各回 25人

▼参加費＝ 250円

▼ �申し込み＝7月14日（月）までに保

　健センターへ電話、または直接

　親子で楽しくクッキングをしよう。

▼  とき＝8月7日（木）午前10時から午

後1時まで（受付は9時45分から）

▼ところ＝保健センター

▼ �対象＝町内在住の年少から年長まで

の幼児とその保護者

※就園前の子どもの託児はありません。
▼定員＝抽選で 12組

▼ �参加費＝大人200円、子ども100円

（材料費の一部と保険料）

▼持ち物＝エプロン、お手ふきタオル

▼ �申し込み＝ 7月 18日（金）までに必

着で、保健センター「楽しい子ども

クッキング」係へ往復はがきで。た

だし応募は親子で1通まで（参加す

る幼児はすべて記入）

【往復はがきの書き方】

お知らせは裏表紙から
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楽しい子どもクッキング

健康づくり食生活改善推進協議会から

保健センター内  ☎（34）5311 （34）5969

〒����申込者の
�����郵便番号

申込者（保護者）
の住所・氏名

・住所
・氏名
　参加する保護者
　参加する幼児
・生年月日（幼児）
・電話番号

（返信の表）　　　（往信の裏）

返信

〒 470‐0224

三好町大字三好字
陣取山54番地

（往信の表）　　　（返信の裏）

往信

保健センター
「楽しい子どもクッ
キング」係��あて

６０歳からの栄養・健康教室

保健センター　☎（34）5311　 （34）5969

総合型地域スポーツクラブで「笑顔づくり・仲間づくり」

【三好さんさんスポーツクラブ　ヨガ講座】

▼ �とき＝毎月第1・第3水曜日、午後7時30
から8時30分まで

▼ところ＝明知上公民館ホール

▼ �内容＝ヨガを通した健康づくり

▼ �参加費（年会費）＝入会金 2,000 円およ
び講座費 6,000 円（保険料が別途必要）

▼ �申し込み＝午前 9時から正午まで（日・
月曜日、祝日は休み）にクラブ事務局へ

電話、または直接

会員の加
かとう

藤恭
きょうこ

子さん（写真左）
「ヨガをすると体の筋が伸びて、ポカポカと
温かくなって、とても気持ちがいいです」

【参加者・講師の声】

　三好町内では、スポーツを生活の一部としてとらえ、明るく健康的な生

活を送ることを目的とした総合型地域スポーツクラブ「なかよしクラブ」

と「三好さんさんスポーツクラブ」が活動しています。

　このコーナーでは、各クラブの教室・講座などを紹介します。

【三好さんさんスポーツクラブ事務局】　明越会館内　☎・ （34）3621

「ヨガをすると体の筋が伸びて、ポカポカと
温かくなって、とても気持ちがいいです」

きょうこ

子さん（写真左）

講師の光
みつおか

岡真
ま き

紀さん（写真右）
�「ヨガは、気持ち穏やかに自分のペースで体
を動かすことができます。心が前向きになり、
向上心も芽生えるフィットネスです。皆さん
もぜひチャレンジしてみてください」

わくわくからだ探検隊

保健センター　☎（34）5311　 （34）5969
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　｢家庭の日 ｣推進事業の一つとして、

夏休み親子映画鑑賞会を行います。　

　ぜひご家族そろってお越しください。

▼ �とき＝ 8月 2日（土）、午前の部…午

前 10時開演、午後の部…午後 1時

30分開演

▼ところ＝サンアート大ホール

▼ �内容＝名探偵コナンシリーズ最新作

「戦慄の楽譜（フルスコア）」

▼ �整理券の配布＝7月5日（土）午前9

　�時 30 分から 11 時 30 分まで、サ

ンアート研修室にて（以降はサンア

ート受付などで配布）

▼配布枚数＝ 1人 5枚まで

▼ �そのほか＝午前・午後の部それぞれ

の上映前に大ホール舞台で、みよし

音楽座によるふれあいコンサートを

開催

　親子や友達でカヌーポロを体験して

みませんか。

▼ �とき＝8月10日（日）午前10時から

正午まで

▼ところ＝保田ケ池カヌーポロ競技場

▼ �内容＝カヌーポロの基本技術習得、

参加者同士でゲームを体験

▼ �対象＝小学生以上（親子の参加歓迎）

▼ �定員＝抽選で 60人

▼ �参加費＝中学生以下1人300円、

　一般1人500円（保険料含む）

▼ �申し込み＝7月15日（火）必着で、参

加者の氏名、年齢（学年）、住所、電

話番号（ファクス番号）を明らかにし

て、三好町カヌー協会へファクス、

またははがき（〒470-0224�三好町

大字三好字東山 209-1）で

▼ �とき＝8月30日（土）午前9時から
▼ところ＝三好公園総合体育館柔道場

▼ �試合方法＝団体の部（中学生男子の

部、高校・一般男子の部）、個人の

部（園児、小学生男子・女子、中学生

男子・女子、高校・一般男子の各部）

▼ �参加資格＝三好町在住・在学・在勤

の人、または三好町柔道会が認める

団体（柔道修行の期間が 3カ月未満

の人は除く）

▼ �申し込み＝ 7月 30日（水）までに柔

道会事務局の岡田勇保さんへ直接

　家族が認知症ではないかと気になっ

ている人や、認知症の家族を抱えて介

護に疲れている人はいませんか。

　三好町では、皆さんの悩みを一緒に

考えていくために「社団法人認知症の

人と家族の会」愛知県支部と協働して、

町内で家族の介護に携わっている介護

者の皆さんとの交流会を開催します。

現在、介護をしている皆さん、気軽に

ご参加ください。

▼ �とき＝7月25日（金）午後1時30分

から3時30分まで

▼ところ＝役場東館 3階 302会議室

▼ �内容＝認知症介護者同士の交流、認

知症介護の情報交換

▼ �対象＝認知症の（認知症と思われる）

家族を介護している人

▼申し込み＝当日、会場へ直接

▼ ��������とき＝8月7日（木）・8日（金）・9日

（土）の3日間、午前の部…午前9時

30分から11時30分まで、午後の部

…午後1時30分から3時30分まで

▼ �ところ＝三好池カヌー競技場

▼ �内容＝カヌーポロとレーシングカヌー、

Eボートの乗り方の基本指導

▼ �対象＝町内在住の小学4年生から6

　年生までの児童

▼ �定員＝抽選で各部 25人
▼ �参加費＝ 1,000 円（保険料を含む）

▼ �申し込み＝7月15日（火）必着で、参

加者の氏名、学年、住所、電話番号、

　�希望の部（午前・午後）を明記し、三

　�好町カヌー協会へファクス、または

はがき（〒470-0224�三好町大字三

好字東山 209-1）で

▼ �とき＝8月 18日（月）午後2時から

　4時30分まで（予定）

▼ �ところ＝境川浄化センター（刈谷市

衣崎町 2-20）

▼ �内容＝下水道の役割、微生物の観察、

水質測定の実験、施設見学ほか

▼ �対象＝小学校高学年、中学生と保護者

▼定員＝親子で 40人程度（先着順）

▼参加費＝無料

▼持ち物＝筆記用具

▼ �申し込み＝ 7月 22日（火）以降の午

前 9時から午後 5時まで（土・日曜

日、祝日を除く）にセンターへ電話で

「ひまわりの会」

認知症介護家族交流会

地域包括支援センター　高齢福祉課内

☎（32）8500　 （34）3388

夏休み親子映画鑑賞会

子育て支援課　☎（32）8034　 （34）3388

カヌーポロに親しむ集い

三好町カヌー協会から　三好池カヌーセンター内

☎（32）8558　 （32）8699

第４３回三好町柔道大会

三好町長杯・町長旗争奪

三好町柔道会事務局から

岡田勇
ゆうやす

保さん ☎・ （36）0274
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親子下水道教室

境川浄化センターから

☎0566（25）1295　 0566（25）1296

カヌー教室

三好町カヌー協会から　三好池カヌーセンター内

☎（32）8558　 （32）8699
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ぞうりづくり、ダム見学

▼ �対象＝町内在住の小学生とその保護

者（小学生のみでの参加は不可）

▼ �定員＝ 40人（1グループ 4人まで。

応募多数の場合、申し込みグループ

単位で抽選。参加決定後、各グルー

プに詳細を連絡）
▼ �参加費＝無料

▼ �持ち物＝弁当、水筒（飲み物）、レジ

ャーシート、健康保険証、動きやす

い服装で参加

▼ �申し込み＝ 7月 18日（金）までに参

加希望者全員の住所、氏名（ふりが

な）、年齢、性別、学年、電話番号

を明記して、政策推進課へファクス、

電子メール、または直接

※ファクス、電子メールで申し込みの

場合は、受信確認の返信をします。

　ごみ処理施設などのバス見学会を行

います。

▼ �とき・集合場所＝① 8月 7日（木）・

愛知県自治センター（名古屋市中区

三の丸 3-1-2）② 8月 8日（金）・愛

　�知県西三河県民事務所（岡崎市明大

寺本町1-4）、各日とも午前 9時 20

分現地集合、9時 30分出発

▼ �見学先＝①海
あ ま

部地区環境事務組合八
はっ

穂
ぽ

クリーンセンターほか②豊田市渡
と

刈
がり

クリーンセンターほか

▼ �対象＝小学 4年生から 6年生まで

の児童とその保護者

▼定員＝抽選で各 40人（20組）

▼ �参加費＝無料（集合場所までの交通

費は自己負担）

▼持ち物＝昼食、水筒

▼ �申し込み＝ 7月 25日（金）までに、

　今年もカヌーのシーズンがやってき

ました。三好町制施行 50周年記念大

会として、平成 20年度日本カヌーポ

ロジュニア選手権大会兼平成 20年度

高等学校カヌーポロ選手権大会を保田

ケ池カヌーポロ競技場で開催します。

　皆さんぜひご観戦ください。

▼ �とき＝7月 26日（土）午後1時から

4時まで、27 日（日）午前 9時から

午後 3時 30分まで

▼ところ＝保田ケ池カヌーポロ競技場

▼ �内容＝小学生、中学生、高校生によ

るカヌーポロ大会

　財団法人矢作川水源基金では、矢作

川流域の地域に関する認識を深めてい

ただくため、バスツアーを行います。

▼ �とき＝ 8月 30 日（土）午前 8時 30

分集合・出発、午後 6時帰着（予定）

▼ �ところ＝岡崎市世界子ども美術館、

茅
かやぶき

葺の里、雨
あめやま

山ダム

▼ �集合・解散場所＝三好町役場

▼ �内容＝オリジナルバッジづくり、布

　�希望日、子どもと保護者の氏名、住

所、電話番号、学校名、学年を明ら

かにして資源循環推進課へファクス、

電子メール、または郵送（〒 460-

8501 住所不要、当日消印有効）で

　日ごろ目にする事ができないホール

の舞台裏の見学を通して、サンアート

をより知っていただくためにバックス

テージツアーを開催します。

▼ �とき＝ 8月 5日（火）、第 1部…午

前 10時から正午まで、第 2部…午

後 2時から 4時まで
▼ところ＝文化センターサンアート

▼内容＝ホール舞台裏の見学

▼対象＝小学生以上

▼定員＝先着で各部 20人

▼参加費＝無料

▼ �申し込み＝ 7月 1日（火）からサン

アートへファクス、電子メール、ま

たは直接

　音楽を聞きながら、お抹茶を楽しめ

る納涼茶会を開催します。一味違う夏

の夜のひとときを過ごしてみませんか。

▼ �とき＝7月 31日（木）午後7時から

8時 30分まで

▼ところ＝ふるさと会館

▼ �内容＝庭園での楽器演奏会とお抹茶

のサービス

▼ �料金＝入場無料、お抹茶一服300円

▼ �出演者＝みよし音楽座（軽音楽 )、

筑
ちくしまるわかい

紫丸和会（琴）、チアフルズ（オカ

リナ）

お知らせは裏表紙から

催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し

カヌーポロ大会

町制施行５０周年記念

スポーツ課　総合体育館内

☎（32）8027 （34）6030

ごみ調査隊

愛知県環境部資源循環推進課から

☎052（954）6231　 052（953）7776

junkan＠pref.aichi.lg.jp

矢作川上下流交流バスツアー

政策推進課　☎（32）8005　 （32）2165

seisaku＠town.aichi-miyoshi.lg.jp

バックステージツアー

文化センター サンアートから

☎（32）2000　 （32）3232

sunart＠hm9.aitai.ne.jp

納涼茶会

文化センター サンアートから

☎（32）2000　 （32）3232
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　町内や県内で手作り絵本や創作活動

をしているグループの作品を展示する、

手作り絵本展を開催します。皆さんも

作品をぜひご応募ください。

▼ �開催期間＝10月 24日（金）から 11

月 3日（月）まで（予定）

▼ところ＝中央図書館 2階多目的室

▼ �申し込み＝10月18日（土）までに図

　書館へ電話、または直接

▼ �そのほか＝手作り絵本講座を開催中。

詳しくは中央図書館へ電話で

　アジア保健研修所では毎年、国際研

修を開催し、アジア各国から研修生が

来日します。この研修生のための食事

を作っていただける無償ボランティア

を募集します。

▼ �とき＝9月 9日（火）から10月13日

　（月）まで（研修期間中）

▼ �ところ＝アジア保健研修所（日進市

米野木町南山 987-30）

▼ �内容＝研修生約 20 人の食事（昼食

または夕食）作り。期間中、都合の

つく日だけの参加も可

▼ �申し込み＝7月31日（木）まで（これ

　�以降でも可）にアジア保健研修所へ

電話、または直接

　お年寄りに「うなぎ料理」を提供して

いただける業者を募集しています。

▼ ��期間＝8月4日（月）から8日（金）ま

　で（店舗の営業時間内）

▼ ��サービスの内容＝①食事券を持った

お年寄りが来店（送迎のサービスは

なし）②社会福祉協議会と決めたメ

ニューを提供（そのほかの食事は自

己負担）③店内で食事（食中毒防止の

ため持ち帰りは不可）④食事券で会

計⑤社会福祉協議会へ食事券と共に

請求書を提出⑥支払い（口座振込）

▼ �対象＝ひとり暮らしのお年寄りに

「うなぎ料理」の食事を提供していた

だける、うなぎを扱う飲食業者

▼ ��単価＝1食当たり1,500 円（税込み）

▼ ��申し込み＝ 7月 22日（火）まで（土・

日曜日、祝日を除く）に社会福祉協

議会へ電話、または直接

▼とき＝7月 17日（木）午後7時から

▼ところ＝サンアート 1階ロビー

▼ �内容・出演＝第1部…ピアノソロ・杉
すぎ

浦
うら

奈
な お み

保美さん、第 2部…ミュージ

ックベル・M
マ ー ブ ル

arble、第 3部…合唱・

三好愛知合唱団

▼入場料＝無料

▼ �とき＝7月 27日（日）午前 9時から

（午前 8時 30分から受け付け）、予

備日 8月 3日（日）

▼ �ところ＝三好公園テニスコート

▼ �参加費＝高校生以下 1人 100 円、

一般 1人 500円

▼ �内容＝予選はリーグ戦、決勝はトー

ナメント戦（予定）

▼ �申し込み＝ 7月 13日（日）までに総

合体育館へ直接

　町内にお住まいの 65歳以上の皆さ

んを招待します。

▼ �とき＝9月 26日（金）午後2時開演

▼ところ＝サンアート大ホール

▼ �内容＝第1部…町制50周年記念対談、

第2部…松原のぶえ歌謡ショー

▼ �対象＝町内に住所のある、昭和18年

　�12 月 31 日以前に生まれた、老人

クラブの会員でない人（老人クラブ

の会員は、各クラブで受け付け）

▼ �定員＝抽選で 80 人（全席指定、抽

選結果は8月15日（金）までに通知）
▼チケットの配布＝配達記録にて郵送

▼ �申し込み＝ 8月1日（金）まで（当日

消印有効）に、高齢福祉課「長寿お

祝い会」係へ往復はがきで。ただし、

応募は1人1通まで（1通で 2 人分

まで応募可）。車いす使用の場合は、

その旨を記入

【往復はがきの書き方】

中央図書館　☎（34）3311　 （34）6007

第１９回手作り絵本展の作品

町制施行５０周年記念

「うなぎの喫
きっしょく

食」事業の協力業者

三好町社会福祉協議会から

福祉センター内  ☎（34）1588 （34）5860

高齢福祉課　☎（32）8009　 （34）3388

祝い会「松原のぶえ 歌謡ショー」

町制施行５０周年記念 長寿お

催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し催　し

（返信の表）　　　（往信の裏）

〒���申込代表者��
の郵便番号

申込代表者の
住所・氏名

・住所
・氏名
・生年月日
・電話番号

返信

※2人分申し込
みの場合は、2
人の住所・氏名・
生年月日・電話
番号を記入。車
いす使用の場合
はその旨を記入

〒470‐0295

三好町役場
高齢福祉課
「長寿お祝い会」
係　あて

（往信の表）　　　（返信の裏）

往信

７月ロビーコンサート

教育行政課　☎（32）8028　 （34）4379

三好オープンソフトテニス大会

三好町ソフトテニス連盟から

冨
とみおか

岡勝
か つ お

男さん　☎・ （34）0444

料理ボランティア

アジア保健研修所から

☎（73）1950　 （73）1990
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▼ �募集人数＝三好中学校、北中学校（三

好丘中学校区を含む）、南中学校の

各校区ごとで男性・女性それぞれ 2

人（計 12人）

▼ �申し込み＝ 7月 7日（月）から25日

　�（金）までの午前 9時から午後 5時

までに、氏名、生年月日、性別、住所、

電話番号を明らかにし「成人を迎え

　�て」と題した作文（400 字詰め原稿

用紙 1枚以内）を添えて、教育行政

課へ直接

▼採用日＝平成 21年 4月 1日

▼第一次試験＝ 9月 21日（日）

▼第ニ次試験＝ 10月下旬

▼職種＝消防職

▼採用人数＝若干名

▼ �対象＝①昭和59年 4月 2日以降の

生まれで、4年制大学を卒業、また

は平成 21年 3月に卒業見込みの人

②昭和61年 4月 2日以降の生まれ

　�で、短期大学を卒業、または平成21

年 3月に卒業見込みの人

　�③昭和 63 年 4 月 2 日以降の生ま

れで、高等学校を卒業、または平成

21年 3月に卒業見込みの人

▼ �申し込み＝8月1日（金）から15日

　三好町では現在、今後のまちづくり

の指針となる新しい総合計画（平成21

年～平成 35年）を策定しています。

　また今年度、子どもたちが三好町の

現状を知り、町の将来を考える機会と

して、子どもたちがつくる三好町のゆ

めプランを策定します。このゆめプラ

ンづくりの参加者を募集します。

▼ �対象＝町内在住の小学生（5年生・6

年生）および中学生（1年生・2年生）

▼募集人数＝抽選で 30人程度

▼ �活動内容＝みよし発見ツアー（7月

30日（水））、プラン作り（2回）、プ

ラン発表会（1回）。活動は夏休みの

平日に半日程度で実施

▼参加費＝無料

▼ �申し込み＝7月14日（月）までに氏名

（ふりがな）、住所、学校名、学年、電

　�話番号を明らかにして政策推進課へ

ファクス、郵送（〒 470-0295 住所

記入不要)、電子メール、または直接

　平成 21年1月11日（日）に開催する、

三好町成人式の実行委員を募集します。

▼ �対象者＝昭和 63 年 4 月 2 日から

平成元年 4月 1日までに生まれた

三好町内の中学校を卒業した新成人、

または転入などにより成人式を三好

町で迎える人で、三好町内に在住し、

実行委員会（3回程度）と成人式に出

席できる人

　�（金）まで（土・日曜日を除く）の午前

9時から午後5時までに、申込書（尾

三消防本部総務課で配布、ホーム

ページからダウンロード可）を記入

し、尾三消防本部総務課人事庶務係

（東郷町大字諸輪字曙 18）へ直接

　三好写真クラブの皆さんの協力で、

今年 85歳を迎える皆さんの記念撮影

を行います。対象者にはすでに案内を

郵送しました。まだ届いていない人や

転入などで新たに対象となった人など、

撮影を希望する人はご連絡ください。

▼ �撮影日・撮影方法＝ 8 月中（予定）に

三好写真クラブの皆さんが対象者宅

に事前連絡をした上で訪問し、撮影。

写真は後日贈呈

▼対象＝大正 12年生まれの人

▼撮影料＝無料

▼ �申し込み＝ 7月 18日（金）までに高

齢福祉課へ電話で

▼募集内容＝下表のとおり

▼ �申し込み＝豊田地域事務所（豊田市

喜多町 3-5）へ直接

お知らせは裏表紙から

成人式の企画・運営スタッフ

教育行政課　☎（32）8028　 （34）4379

消防職員

尾三消防本部総務課から ☎（38）7202 （38）6962

http://www.hm.aitai.ne.jp/~bisan-fd/

募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集募　集

自衛官

自衛隊豊田地域事務所から

☎・ 0565（32）7384

ゆめプランづくりの参加者

子どもたちがつくる三好町の

政策推進課　☎（32）8005　 （32）2165

seisaku＠town.aichi-miyoshi.lg.jp ８５歳の記念写真撮影の希望者

高齢福祉課　☎（32）8009　 （34）3388

区分 対象 受付期間 試験日

2等陸・海・空士
（男子）

採用予定月の1日現在、18
歳以上27歳未満の男子 年間を通じて

受付時に連絡
（新規学卒者は9月16
日（火）以降）

2等陸・海・空士
（女子）

採用予定月の1日現在、18
歳以上27歳未満の男子

8月1日（金）～
9月10（水）

9月28日（日）・29日
（月）

一般曹候補生 18歳以上27歳未満の
男子・女子

8月1日（金）～
9月10（水）

1次：9月20日（土）
2次：�10月9日（木）～

16日（木）

航空学生
高校卒業（見込み含む）程
度で、18歳以上21歳未満
の男子・女子

8月1日（金）～
9月10（水）

1次：9月23日（火）
2次：�10月18日（土）～

23日（木）
3次：�11月15日（土）～

12月12日（金）

■自衛官の募集内容
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　30歳未満の若年者（学生を除く）に

ついて、世帯主の所得に関係なく、本

人と配偶者の所得が基準額以下の場合

に、申請して承認されれば保険料の納

付が猶予されます。

▼ �対象期間＝平成 20年 7月から平成

21年 6月まで

▼ �制度の内容＝①納付猶予の承認期間

は、老齢基礎年金を受けるための資

格期間に算入されるが、年金額の計

算には反映されない

　�②承認期間中、障害や死亡といった

不慮の事態が発生した際、一定の要

件を満たしていれば、障害基礎年金、

または遺族基礎年金が受けられる

　�③承認期間中の保険料は 10年以内

であればさかのぼって納めることが

できるが、3年目以降に納める場合

は、当時の保険料に加算額が付く

※納付猶予の申請の際に、翌年度以降

も継続申請を希望した人で納付猶予の

承認を受けた人は、翌年度以降あらた

めて申請をしなくても、継続して納付

猶予の審査が受けられます。

▼ �申請方法＝年金手帳、印鑑と必要な

書類（事前に保険年金課へ確認）を持

って、保険年金課へ直接

▼ �問い合わせ＝保険年金課、または豊

田社会保険事務所へ電話（☎0565

（33）1109）で

　平成 21年度から三好町障害者福祉

センターの管理運営を行う、指定管理

者の募集に関する説明会を開催します。

▼ �とき＝7月18日（金）午後1時30分

　から

▼ところ＝役場東館 3階研修室

▼ �対象者＝愛知県内で入所、または通

所の障害福祉サービスを現に運営し

ている法人
▼ �申し込み＝ 7月 15日（火）までに必

着で、説明会参加申込書（福祉課で

配布。ホームページからダウンロー

ド可）に必要事項を記入し、福祉課

へファクス、または直接

※指定管理者候補の応募には、説明会

への参加が条件となります。募集に関

する要項および指定管理の内容など詳

しくは、福祉課、または福祉課ホーム

ページでご確認ください。

　尾三消防本部では、携帯電話やＩＰ

電話による 119番通報の増加に伴い、

本年 6月 2日から発信地位置情報受

信システムの運用を開始しました。

　これは、119 番通報者の発信位置

を特定し、いち早く災害に応じた車両

を迅速に出動させることができるシス

テムです。この位置情報システムに対

応できるのは第 3世代携帯電話とＩ

Ｐ電話で、ピンポイントで位置を特定

できるものから、最大で 3㎞ほどの

誤差が生じるものもあります。

　なお ｢184｣ が付加された発信者番

号非通知による通報の場合、位置情報

が瞬時に通知されないため、尾三消防

本部で緊急に位置情報が必要であると

判断した際は、各電話会社の協力によ

り位置情報を取得することがあります。

　冬期樹木せん定作業の受け付けを開

始します。なお作業条件や日程の都合

上、希望に添えない場合があります。

▼ �受付日＝8月1日（金）以降、午前9

　�時から午後 5時まで（土・日曜日、

祝日を除く）

▼ �作業期間・件数＝ 9月下旬から年末

まで…150件、平成21年1月から3

月末まで…50件、4月以降…随時
▼ �申し込み＝センターへ電話、または

直接

　平成20年度市町村民税世帯非課税

で下表に該当する人は、申請して認定

を受けると介護保険施設への入所（入

院）、短期入所サービスを利用したと

きの食費、居住費（滞在費）の自己負担

額の軽減が受けられます。

▼ �申請方法＝介護保険被保険者証（薄

緑色）と印鑑を持って高齢福祉課へ

直接

指定管理者募集の説明会

三好町障害者福祉センターの

福祉課　☎（32）8010　 （34）3388

http://www.town.aichi-miyoshi.lg.jp/fukushi/

■介護保険施設などにおける食費、居住費（滞在費）自己負担額軽減対象者
利用者負担段階 対象者

第1段階 ①市町村民税世帯非課税である老齢福祉年金受給者（注1）
②生活保護受給者

第2段階 市町村民税
世帯非課税

「合計所得金額＋課税年金収入額（注2）」が年額80万円以下
第3段階 利用者負担第2段階に該当しない人

（注1）：�老齢福祉年金＝昭和36年に国民年金制度が始まった当時、すでに高年齢に達し
ていたため、公的年金を受けるための受給資格期間を満たせない人を対象とし
て支給される年金です。

（注2）：�課税年金＝国民年金、厚生年金、共済年金などのことです。障害年金、遺族年金
などは非課税年金に含まれます。

高齢福祉課 ☎（32）8009 （34）3388

居住費（滞在費）の自己負担額軽減

介護保険施設などにおける食費、

国民年金の若年者納付猶予制度

保険年金課　☎（32）8011　 （32）2585

樹木せん定の受け付け開始

三好町シルバー人材センターから

☎（34）1988　 （34）2831

尾三消防本部指令課から ☎（38）0119 （38）6962

情報受信システムの導入

携帯電話などからの発信位置
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とＰＲ作品（毛筆書・ポスター）の掲示

を行います。

【PR活動】

▼ �とき＝ 7月 23日 ･30 日の水曜日、

午後 5時から 6時まで

▼ �ところ＝アイモール・ジャスコ三好

店、松坂屋ストア三好店、メグリア

三好店、ユーストア黒笹店、ベイシ

ア三好店、フィール三好店、ハロー

フーヅ三好店の 7カ所

【PR作品の掲示】

▼ �とき＝7月2日（水）から31日（木）

まで

▼ �ところ＝アイモール・ジャスコ三好

店内ジャスコ 2階パブリックスペ

ース（東エスカレーター横）

　7月は暴走族追放強調月間です。今

年のスローガンは、「暴走を『しない』

『させない』『見に行かない』～暴走族�

なくして住みよい��まちづくり～」です。

　暴走族の居ないまちづくりに対する

関心、理解を深めるため、地域ぐるみ

で暴走族の追放に向けての意識の高揚

を図りましょう。

　果樹や野菜などに被害を与える有害

鳥獣の捕獲を行います。

　捕獲に伴う危険防止対策は万全を期

して実施しますので、皆さんのご協力

をお願いします。

▼ �とき＝ 7月中旬から 10月下旬まで

の週 3回程度

▼ �ところ＝鳥獣保護区を除く町内の果

樹園と野菜畑� � �

▼ �捕獲方法＝散弾銃、空気銃、網、カ

ラス用の箱わなを使用

　7月と 8月は「青少年の非行問題に

取り組む運動 (夏期)」の強調月間です。

青少年が心身ともに明るく健やかに成

長することは、誰もが願うことです。

しかし、青少年の非行は年々増加して

おり、深刻な社会問題となっています。

　今年のスローガンは「非行の芽�はや

めにつもう�みな我が子」です。次代を

担う青少年の健全育成を図るため、大

人が率先して規律ある行動を取り、青

少年の非行防止に対する意識を深め、

青少年の健全育成の取り組みにご協力

ください。

　毎年 7月を強調月間として「社会

を明るくする運動」が法務省を中心に

展開されています。この運動は「防ご

う犯罪と非行　助けよう立ち直り」を

統一標語に、犯罪の防止と罪を犯した

人たちの更生について理解を深めるた

めのものです。

　みんなで力を合わせ、犯罪や非行の

ない明るい社会を築きましょう。皆さ

んのご協力をお願いします。

　なおこの期間、次のとおりＰＲ活動

　国民年金には、所得が少なくて保険

料を納付することが困難な場合などに、

本人が申請して承認されれば、保険料

が免除、または一部納付となる制度が

あります。

▼ �対象期間＝平成 20年 7月から平成

21年 6月まで

▼ �制度の内容＝①全額免除制度…保険

料の全額を免除

　�②半額納付制度…保険料の 2分の

1を納付（残り 2分の 1が免除）

　�③ 4 分の 1 納付制度…保険料の 4

分の1を納付（残り4分の3が免除）

　�④ 4 分の 3 納付制度…保険料の 4

分の3を納付（残り4分の1が免除）
▼ �対象となる場合（主なもの）＝①前年

の所得が少なく、保険料を納めるこ

とが困難なとき（所得要件は世帯構

成による）

　�②地方税法に定める障害者、または

寡婦で前年の所得が 125 万円以下

のとき

　�③失業により保険料を納付すること

が困難と認められるとき（雇用保険

の「雇用保険受給資格者証」か「離職

票」の写しの添付が必要）

※免除の申請の際に、翌年度以降も継

続申請を希望された人で全額免除が承

認された人は、翌年度以降あらためて

申請をしなくても、継続して免除の審

査を受けられます。（上記③の場合は

除く）

▼ �申請方法＝年金手帳、印鑑と必要な

書類（事前に保険年金課へ確認）を持

って、保険年金課へ直接

▼ �問い合わせ＝保険年金課、または豊

田社会保険事務所へ電話（☎0565

　（33）1109）で

お知らせは裏表紙から
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社会を明るくする運動

福祉課　☎（32）8010　 （34）3388

子育て支援課　☎（32）8034　 （34）3388

運動（夏期）

青少年の非行問題に取り組む

暴走族追放強調月間

子育て支援課　☎（32）8034　 （34）3388

有害鳥獣の捕獲

農政商工課　☎（32）8015　 （34）4189

国民年金の保険料免除制度

保険年金課　☎（32）8011　 （32）2585
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町政番組を放送中

みよしTODAY（15分間） 毎日放送
初回放送 17:45 以降10回程度リピート放送
土曜日・日曜日は、30分間の総集編

みよしモーニングニュース 毎日放送（8:00～8:10）
みよしイブニングニュース 毎日放送（18:00～18:10）
町長ホットライン　7月7日(月）　8:00～ 18:00～

問い合わせ 秘書広報課 ☎（32）8357 （34）6008

● ケーブルテレビ
　さんさんチャンネル  【33ch・123ch】
　コミュニティ放送【アナログ6ch・デジタル12ch】
                            【三好丘地区UHF60ch】

●コミュニティFM
　ラジオ・ラブィート 【78.6MHz】
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犬はマナーを守って飼いましょう
１ 犬のふんの始末をしましょう
　道路や公園は、みんなのものです。みんなが気持ちよく利用できるように、ふんの
始末は飼い主が責任を持って行いましょう。
２ 犬の無駄ぼえをさせないようにしましょう
　むやみに犬をほえさせておくことは、近所迷惑となります。必要以上にほえるとき
は、犬の本能・習性などを十分理解し、愛情を持って根気よくしつけることが大切です。
３ 犬の放し飼いはやめましょう

　犬は、動くものに興味を持つ習性があり、走っている子どもを追い掛け、じゃれて
ケガをさせることもあります。リードはしっかりつなぎましょう。
　

　愛知県動物保護管理センター（☎0565（58）2323）主催の「出前しつけ方教室」を行
います。参加を希望する人は事前に管理センターへ電話でお申し込みください。
　詳しくは24ページのお知らせをご覧ください。

▼問い合わせ＝環境課　☎(32)8018　 (32)2585

※家庭犬の「出前しつけ方教室」を行います
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